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User1
テキストボックス
管理外文書
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運転手順書制定・改正の流れ 

設備の改造 

運転手順書改正 

指示票にて管理 

・運転手順書改正(案)作成、 

課内検討 

・「常陽」「ふげん」専門家 

 の意見反映(必要時) 

・運転訓練シミュレータによる 

 模擬操作確認(必要時) 

保安規定等 

の変更 

事故・トラブル 

の反映 

運転経験 

の反映 

試験結果等 

の反映 

保安管理 

専門委員会 

で審議 

所長承認 
 

原子炉主任

技術者等の

確認 

運転手順書 

改正完了 

運転手順書 

使用開始 

運転手順書

専門部会 

（軽微な変更は除く）
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User1
テキストボックス
資料4.1.2-4（2/2）
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運転手順書改正指示票起案
（起案者） 改正担当班

改正指示内容確認

課内検討依頼（開始）

課長承認上覧（開始）

（課内マニュアル変更要の場合）

課内マニュアル
改正指示票起案へ

保安管理専門委員会
でのコメントを反映

プラント管理チーム

改正指示内容確認

保安管理専門委員会
審議対応窓口

・必要書類の確認、
・保安管理専門委員会
　審議議事録添付(「軽微な
　変更｣の場合を除く)

回議書の作成・起案

（２／２図へ）

・「運転手順書改正状況管理表」
　への記入
・改正指示票の発行を連絡
（日勤管理職、当直長、補佐、
　チームリーダへ）

（運転手順書改正状況
管理表に記入）

（軽微な変更）

手順書検討チーム 課内上覧／課長承認等 安全品質管理室
長/プラント管
部長/主任技術

者

保安管理専門
委員会審議 管理課長 所長

改正指示内容確認 改正指示内容確認
／改正指示票の発行指示

各設備担当班

軽微な変更か否か確認
（軽微な変更の場合、不要理由を明記）

合議 文書審査

運転手順書
維持管理者

図１ 運転手順書改正の流れ（１／２）

１.運転保守技術検討会
運転分科会（知見収集）

（大洗・ふげん）
２.シミュレータ模擬運転確認

手順書検討チーム
（必要に応じて対応／とりまとめ）

手順書改正案の検討（改正案へのコメント等）

手順書改正案の合議（コメント反映結果等の確認） 課長承認

課長確認

審 議

所　長

承　認

手順書改正案の作成

以下のものを含む。
・関連規定類との整合性確認結果
・設計要求事項との適合性確認結果
・運転手順書間の整合性確認結果
・その他必要な事項

コメント反映
（コメント反映版手順及び
コメント処理表の作成、
　　　必要書類の準備）

改正指示票起案

改正指示票番号
発行年月日を記入

（運転手順書改正状況
管理表に記入）

（｢運転手順書改正状況
　管理表｣に記入）

（｢運転手順書改正状況
　管理表｣に記入）
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運転手順書 改正指示票 
 

回議書 起案（   (回)   ）→所長決裁（   も(規則)第   号） 所長決裁日 平成  年  月  日 
施 行 日 平成  年  月  日 

□審議事項 審 議 日 平成  年  月  日 所長承認 
委員会 □軽微事項／理由：□軽微な字句の変更 □機器名称等の改訂 

          □軽微な手順の変更 □その他（        ）  

当直長 改正担当班（  班/ﾁｰﾑ） 
課長 課代 

主幹／ 
副主幹 

手順書 T 
A 班 B 班 C 班 D 班 E 班 

管理 T  課代／ 
当直長 TL/補佐 担当者 

             
課 
長 
承 
認 

課長承認日  平成 年 月 日  課長承認希望日 平成 年 月 日（コメントがあれば朱記の上、氏名を記入のこと） 

課内マニュアル改正指示票 □無し □有り（                   番号           ） 

大洗・ふげんでの検討 □不要 □要（大洗、ふげん）→検討会実施→ コメント □無し □有り（議事録添付） 
↑ 

□ 検討完了後 管理チームに返却  
当直長 改正担当班（  班/ﾁｰﾑ） 

課長 課代 
主幹／ 
副主幹 

手順書 T 
A 班 B 班 C 班 D 班 E 班 

管理 T  課代／ 
当直長 TL/補佐 担当者 

             

改 
正 
案 
検 
討 
依 
頼 課内検討完了日 平成 年 月 日 コメント返却希望日 平成 年 月 日（コメントを朱記の上、氏名を記入のこと） 

↑ 
□ 上覧後 管理チームに返却 

改正指示票番号 
（管理チームにて採番） 

改正担当班 確認 
（   班/ﾁｰﾑ） 起 案（   班/ﾁｰﾑ） 

  改   �  
課長 課代 

主幹／ 

副主幹 手順書 T 管理 T 課代／当直長  課代／ 当直長 TL/補佐 担当者 

発行日 
平成  年  月  日 

    
     

運転手順書名  
                              （別紙 □有 □無） 

運転手順書の処置区分 □ 制定      □ 改正         □ 廃止 
 □ 設備変更通知書 □ 事故・トラブルの反映 □ 規定類の変更  
処置理由 □ 他課からの指摘 □ より良い手順     □ 官庁等の指示・指導     
 □ その他（                                  ） 
設計要求事項との適合性確
認 □ 要  □ 不要 （                            ） 

関連規定類との整合性確認 □ 要 （□保安規定 □承認文書 □設置許可 □関係法令）  □ 不要（                                  ） 
運転手順書間の整合性確認 □ 要  □ 不要 （                            ） 
シミュレータ確認 □ 要  □ 不要 （                            ） 
課内マニュアルの改正 □ 不要 □ 要  （起動前点検チェックシート、その他            ） 
参考資料 □ 無し □ 有り （                            ） 

改 

正 

指 

示 

内 

容 

手順書制定・改正・廃止概要 
 
 
 
 
 
 

注）起案時は、太線で囲まれた範囲を記入すること。また、□印は該当部にチェックすること。 
 

高速増殖炉研究開発センター プラント管理部 発電課 

運転手順書を改正する場
合は、各当直長の確認を
得ることとしている。 

関連規定類、運転手順書間の 
整合性を添付し回覧すること
としている。 

運転手順書管理要領様式 
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関連規定類と
の整合性確認
の様式 
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運転手順書間
の整合性確認
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(2) 【他の運転手順書の参照】 
 
当該警報の処置は、原則として一つの手順書で対応可能とする。そのため、他の運転手
順書の参照（警報処置手順書どうしの参照含む）は行わないものとする。 
但し、下記①�⑤に該当する場合については、他の手順書の参照を可能とする。 
 
① 事象の進展により故障時･異常時運転手順書へ移行する場合 
② 対応･復旧操作を行うにあたり、時間的に裕度がある場合 
③ 復旧操作量が膨大な場合 
④ 処置としてプラント通常停止操作または出力降下が必要な場合 
⑤ プラント全体には影響を与えないが、他系統に影響を与えるような事象（ユーティ

リティ等の一部停止）で、事象が進行して発報する可能性のある警報の場合。 
 

上記①�③に該当する場合は、「確認･注意事項」に参照する手順書名、参照箇所を以下
のように明確に記載する。 

 
記載例１：異常時運転手順書 ｢原子炉トリップ･タービントリップ｣ 
記載例２：設備別運転手順書 ｢２次主冷却系｣ 3.3.3 項 
記載例３：プラント起動・停止手順書 ｢通常停止｣ 
記載例４：警報処置手順書「１次系 EMP-B コイル温度高」 

 
(3)  関係する規定類(所則を含む上位規定に限る)との整合性については別途定められた

「関係規定類との整合性確認チェックシート」により行う。 
 
(4) 原因、結果、処置は、各々を対応させることにより、原因または結果に応じた処置を

明確に記載する。 
 
(5) 操作ステップが同一シート内で移行する場合は、移行する箇所を明確に記載する。 
 

*
+,-HLM©

�¾�
´ÑNW 
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表 4.1.2-12 異常時・故障時運転手順書の構成及び記載内容 
記載事項 記載内容 

１．異常の原因 異常の原因について、想定される範囲で記載する。 
２．異常発生の判断と適用
手順 

(1)異常発生の判断 
・手順書の適用の要否を判断することを記載。 
・異常発生の判断に必要な検知手段、警報、プロセ
ス量を簡潔に記載。 

(2)適用手順 
・対応手順が複雑な場合に早期にプラント状態を把
握し、適切な運転操作対応を目的として記載。 

３．通報連絡 (1)通報連絡箇所 
・異常発生の際に当直長が行う通報連絡箇所を記
載。 

(2)通報連絡内容 
・当直長が行う通報連絡内容について記載。 

４．運転操作 (1)運転操作マップ 
・異常事象について、プラント推移全体(概要)の把
握、各運転操作項目の位置づけの把握等を目的に
記載。 

(2)運転操作項目全般 
・当直長、中央運転員、現場運転員が異常事象発生
以降行うべき指示、操作、確認及び監視内容を記
載。 

５．チェックシート (1)運転操作確認チェックシート 
・当直長によるプラント対応進行状況（重要な機器
動作、重要なプロセス量及びその変化など）を確
認することを目的に記載。 

(2)プラント状態確認チェックシート 
・異常時対応操作後において、プラントが安全な状
態であることを確認することを目的に記載。 

６．添付資料 異常時操作に必要な資料がある場合はその資料を記
載。 
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3.26 火災 
 
 
 
 
 
 
 

日本原子力研究開発機構 
 

高速増殖原型炉もんじゅ 
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2.13 燃料取替取扱事故 
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高速増殖原型炉もんじゅ 
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４．運転操作

燃料出入機冷却ガスモニタ放射線当
量率高警報確認

１

管理区域からの
退避ページング

２

自動化使用「半自動」２*

Yes

プロセス量の確認及び継続監視

３

本体Aｺﾌｨﾝ上・中・下部温度1*
「上昇傾向」

No

Yes

燃料移送ポット破損の疑い

格外コンファイメント手動形成
４

自動化運転「除外」
補助盤への切替3*4*

７

新燃料炉心装荷

８

燃取系計算機データ更新

９

燃料取替作業中断
プロセス値継続監視

10

No

（注）
１*：以下のプロセス値を参考確認
　 　・本体Aグリッパ駆動部装置温度（上昇傾向）
　　 ・本体Aコフィン上部・中部・下部温度（上昇傾向）
　 　・本体Aグリッパ荷重記録（下降傾向）
２*：本体Aドアバルブ温度高／低警報で自動化除外となら　
　　　ない場合を示す。
３*：自動化運転除外によりステップ７「新燃料炉心装荷」

を未実施の場合、新燃料装荷を実施する。
４*：補助盤から操作を実施中の場合、ステップ８の(1)～　
　　(11)の確認・操作は行わない。

ファン１台停止

５

格外コンファイメント状態
燃料出入設備等

継続監視

６

燃料出入機冷却ガスモニタA(B)
「ＢＧ×５未満」（暫定）No

Yes

破損燃料入り破損
燃料移送ポットの処理を実施

（本手順書範囲対象外）

燃料出入機冷却ガスモニタ
放射線当量率高高発報

Yes

「燃料出入機冷却ガスモニタ
放射線当量率高高」参照No

運転操作マップ

4.1　燃料出入機冷却ガスモニタ放射線当量率高

（備考）燃料取扱設備操作室操作員は、燃料環境課長の指示の下、当直長と連絡を　
　　　　とり異常の措置をとる。

通報連絡

２

改正前は、放射線量率
高高のみ記載していた。
そのため、放射線当量
率高と高高の放射線レ
ベルが異なる対応手順
を記載した。
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4.2　燃料出入機冷却ガスモニタ放射線当量率高高

１

管理区域からの
退避ページング

２

格外コンファイメント状態
燃料出入設備等

継続監視

５

燃料出入機冷却ガスモニA(B)
｢≪ＢＧ×5｣（暫定）

No

Yes

自動化運転「除外」、補助盤への切替1*

６

新燃料炉心装荷

８

燃取系計算機データ更新

９

燃料取替作業中断、プロセス値継続監視

格外コンファイメント形成確認

３

７

ファン１台停止

４

燃料出入機冷却ガスモニタ放射
線当量率高高警報確認

　運転操作マップ

破損燃料入り破損
燃料移送ポットの処理を実施

（本手順書範囲対象外）

１*：補助盤から操作を実施している場合、
　　 ステップ６の操作は行わない。

（備考）燃料取扱設備操作室操作員は、燃料環境課長の指示の下、当直長と連絡を　
　　　　とり異常の措置をとる。

通報連絡

２
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2.14 気体廃棄物処理設備廃ガス漏えい 

 
 
 
 
 
 
 

日本原子力研究開発機構 
 

高速増殖原型炉もんじゅ 
 

 

資料 4.1.2-17 
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4 気体廃棄物処理設備からの廃ガス漏えい                                          

 

中 央 制 御 室 運 転 員  
１・２次系（工安系含む） 水・蒸気系（発電機・所内電気含む） 現 場 運 転 員 ス 

テ 
ッ 
プ 

 
当 直 長 

(当直長補佐) 

 
CRT
画面 操作・確認項目 盤名称 操作・確認項目 盤名称 操作・確認項目 盤名称

 
 
 

 
 

       

4 気体廃棄物処理系を全
停するよう指示する。 

 (1)気体廃棄物処理系を全停とし、当
直長に報告する。 

 

     

   ①一時貯留装置 「停止」
 

気体廃棄物
処理系 
補助盤 
(C-C103)
 

    

   a.廃ガス圧縮機 A(B)入口弁 
(610 AV202A(B)) 「全閉」
 

気体廃棄物
処理系 
操作盤 1
(C-B1591-1)
(A-159) 
(注 1) 
 

    

   b.廃ガス貯槽出口流量調節弁 A(B) 
選択弁 
(610 AV211A(B)) 「全閉」
 

気体廃棄物
処理系 
操作盤 2 
(C-B1591-2) 
(A-159)
(注 1) 
 

    

   c.廃ガス圧縮機 A(B)出口弁 
(610 AV205) 「全閉」

 

〃     

   d.廃ガス圧縮機 A(B) 
(610-B0001A(B)) 「停止」

 

気体廃棄物
処理系 
操作盤 1 
(C-B1591-1) 
(A-159)
(注 1) 

 

    

�

気 廃 系 全 停 

(注 1) 
中央制御室に設置されている ITV モニタを用い、グ
ラフィックパネルの表示にて状態を確認する。 

��O¦«wx�yz¿{
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4 気体廃棄物処理設備からの廃ガス漏えい                                         

 

中 央 制 御 室 運 転 員  
１・２次系（工安系含む） 水・蒸気系（発電機・所内電気含む） 現 場 運 転 員 ス 

テ 
ッ 
プ 

 
当 直 長 

(当直長補佐) 

 
CRT
画面 操作・確認項目 盤名称 操作・確認項目 盤名称 操作・確認項目 盤名称

5 
つ
づ
き 

現場の放射能、及び放
射線量が通常値になっ
たことを確認した後、
廃ガスサージタンク入
口弁を全閉とするよう
指示する。 (注 1)

     (5)廃ガスサージタンク入口弁を「全
閉」とし、当直長に報告する。 

気体廃棄物
処理系 
操作盤 1
(C-B1591-1)
(A-159)

       ①廃ガスサージタンク入口弁 
(610 AV126) ｢全閉｣

 

 

 廃ガスサージタンク入
口弁を全閉とした旨、
報告を受ける。 

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

 

(注 1) 
A/B ガンマ線エリアモニタ 5�7,9、及び気体廃棄
物処理設備廃ガス貯槽室雰囲気モニタにて、現場
の放射能、及び放射線量を確認する。 ��O¦«wx��»�º

{½�{��´Ñ�ñ�
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表1　ナトリウム漏えい時の原子炉の運用一覧

漏えい時対応の考え方 主要ナトリウム漏えい監視装置 漏えいの疑い 大規模漏えい

原子炉通常停止
通常ドレン

原子炉自動トリップ

ドレンなし
＊1

緊急ドレン
＊2

原子炉通常停止
＊3

原子炉手動トリップ
通常ドレン

１
次
冷
却
系

ナトリウムの燃焼抑制対策の
ため窒素雰囲気としており、
炉心冷却に必要な原子炉容器
のナトリウム液位確保を優先

原子炉自動トリップ
緊急ドレン

保温材内の漏えい･保温材外への漏えい

２
次
冷
却
系

空気雰囲気であることから、
床ライナーの健全性を確保す
るため、ナトリウム漏えい量
の抑制を優先

・ガスサンプリング型ナトリウム
　漏えい検出器（SID,DPD）
・ナトリウム漏えい検出用液面計
・原子炉容器ナトリウム液面計
　　　　(原子炉容器室）

・ガスサンプリング型ナトリウム
　漏えい検出器(SID,DPD）
・接触型ナトリウム漏えい検出器
　(CLD)
・床下雰囲気温度計
　　　（主冷却系室）

E
V
S
T
系

空気雰囲気であることから、
床ライナーの健全性を確保す
るため、ナトリウム漏えい量
の抑制を優先

原子炉手動トリップ
緊急ドレン

原子炉通常停止
通常ドレン

通常ドレン
原子炉運転継続

・ガスサンプリング型ナトリウム
　漏えい検出器(RID）
・接触型ナトリウム漏えい検出器
　(CLD)
・空気雰囲気セルモニタ
・火災感知器

・ガスサンプリング型ナトリウム
　漏えい検出器(DPD)
・接触型ナトリウム漏えい検出器
　(CLD)
・空気雰囲気セルモニタ
・火災感知器

ＥＶＳＴ系：炉外燃料貯蔵設備

＊3：ナトリウムが漏えいするＥＶＳＴ系統のドレンを優先する。

資
料
4
.
1
.
2
-
1
3＊1：1次冷却系の大規模漏えいでは炉心冷却に必要な原子炉容器のナトリウム液位確保の

　　ためドレンはしない。

＊2:窒素雰囲気室にあるEVST１次補助ナトリウム系は通常ドレンとする。
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2.7.2 １次冷却材漏えい 
（メンテナンス中） 

 
 
 
 
 
 
 
 

日本原子力研究開発機構 
高速増殖原型炉もんじゅ 
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4.1.2　１次主冷却系区画(Aループ)からの漏えい（Cメンテ）
運転操作マップ（１/３）

１次主冷却系区画（Aループ）からの
漏えいの判断(*1)

0

所内ページング
1

通報連絡
2

１次系Aループポニーモータ停止
Bループ、メ冷崩壊熱除去運転確認

3

２次系Aループドレン操作
20

１次主冷却系Aループドレン準備 EsL近傍での断続汲上確認(*2)
4 8

１次主冷却系Aループドレン
（主配管サイフォンブレーク操作）

5

１次主冷却系Aループドレン
（ドレン配管サイフォン形成準備）

6

１次主冷却系Aループドレン
（Naドレンの実施）

7

1次冷却材または
2次冷却材(IHX上部室)

の漏えいか？

２次冷却材（IHX上部室）

１次冷却材
異常時運転手順書「２次冷却材
漏えい(メンテナンス中)」、
「4.1 ２次主冷却系区画からの
漏えい」に移行する。

EMP-A室または
オーバフロータンク本体

1次主冷却系区画
(EMP-A室、オーバフロータ
ンク本体、ダンプタンクA
本体を除く)

*1:
ナトリウム漏えい後の対応操作中に、原子炉格納容器が隔離した場合、
4.1.2項の運転操作に加えて、4.4項に従って、原子炉格納容器隔離動作
設備の確認を行う。

*2:
EMP-Aがミニフロー運転中の場合に実施する。

漏えい箇所

C 運 転 操 作 マ ッ プ
(3/3)へ移行する。

A

B

運 転 操 作 マ ッ プ
(2/3)へ移行する。

運 転 操 作 マ ップ
(2/3)へ移行する。

C/V隔離解除確認

ダンプタンクA 本体

（空調設備
　　停止手順）

（EMP-A停止・隔離、
　　タンク間移送手順）

（タンク間移送手順）

��O¦«¿»ÀÁ¼»º{½«Â{yº
{½Õ�
ðê�H_©�_¸+,�´
Ñ�ñ���ÕR�p)
�!«��S
¦¿»ÀÁ¼»º{½«Â{yº{½Õ�

ðê�H_©�_¸+,�´Ñp

-45
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4.1.2　１次主冷却系区画(Aループ)からの漏えい（Cメンテ）
運転操作マップ（２/３）

EMP-A停止・隔離 EMP-A停止・隔離

9 9

１次系
オーバフロータンク

減圧
10

主冷却系
窒素雰囲気調節装置(C)

窒素置換操作

主冷却系
窒素雰囲気調節装置(C)

窒素置換操作

主冷却系
窒素雰囲気調節装置(C)

窒素置換操作
11 11 11

オーバフロータンクから
ダンプタンクCへの

Na移送

オーバフロータンクから
ダンプタンクCへの

Na移送

ダンプタンクAから
ダンプタンクCへの

Na移送
12 12 13

A B

オーバフロータンク
本体からの漏えい

EMP-Aからの漏えい ダンプタンクA本体
からの漏えい

〔運転操作マップ(1/3)から〕 〔運転操作マップ(1/3)から〕

C/V立入可能判断＊３

*3:
事故対策本部の指示に基づいて、
実施する。

C/V隔離解除確認

º{½Õ�
ðê
�_¸+,�´
Ñ��p
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4.1.2　１次主冷却系区画(Aループ)からの漏えい（Cメンテ）
運転操作マップ（３／３）

主冷却系窒素雰囲気循環装置(A)
停止 (*4)
14

格納容器換気装置停止

15

窒素セルの換気及び
減圧パージ運転の停止(*5)

16

格納容器空調停止(*4)

17

M/B機器搬入扉の閉鎖
出入通路シャッタの閉鎖

18

燃料取扱設備室換気装置浄化系
手動切換(*4)

19

〔運転操作マップ（1/3）から〕

*4：保温材内での漏えいの場合、
　　対応操作を行わない。

*5：格納容器換気装置の運転、窒
　　素セルの換気、減圧が実施さ
　　れている場合に、停止操作を
　　行う。

C
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ナトリウム漏えい部位に関する整理表 

 

(1) 1 次冷却系 

(2) 2 次冷却系 

(3) 炉外燃料貯蔵槽冷却設備（EVST） 

資料 4.1.2-20 
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(1)1次冷却系 ①１次冷却系設備（原子炉容器室） 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい検出器 

No. 漏えい部位 

漏
え
い
状
況 

S 
I 
D 

D 
P 
D 

誘導固定点
型液面計 
(監視用) 

フィルタ 
分析 

原子炉 
停止 

1 次オーバフロー系の
運転 

ナトリウムドレン 
 

空調停止 
 

安全上の評価 

１ 機器 原子炉容器 － ● ● ● 
 

● Na 漏えい判断後、「１次
系 EMP 汲上延長」スイ
ッチを「入」とし、原
子炉手動トリップ 

原子炉トリップ後か
ら 80 分間、原子炉容
器へのナトリウムの
汲上運転確認 
汲上運転停止確認後、
１次オーバフロー系
断続汲上阻止 

－ － ・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 漏えいナトリウムは窒素雰囲気中に設置されたガードベッセ
ルに保持され、ナトリウム燃焼が抑制される。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保さ
れる。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されて
いるので、放射性物質を含む１次冷却材が漏れたとしても、放
射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、発電所周辺の公衆に
放射線影響が及ばないようにしている。 

・入口側主
配管 
(SsL以上) 

－ ● ● ● ● 

・出口側主
配管 
(SsL 以上) 

－ ● ● ● 
 

● 

原子炉低温停止確認お
よび原子炉格納容器が
隔離されていないこと
を確認後、漏えいルー
プの１次主冷却系ドレ
ン 
 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 漏えいナトリウムは窒素雰囲気中に設置されたガードベッセ
ルに保持され、ナトリウム燃焼が抑制される。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保さ
れる。 

・ ドレン操作に必要なドレン弁、ベント弁の遠隔操作化により、
原子炉低温停止確認後、早期ドレン操作を実施する。この操作
により、漏えい量が抑制される。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されて
いるので、放射性物質を含む１次冷却材が漏れたとしても、放
射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、発電所周辺の公衆に
放射線影響が及ばないようにしている。 

・主配管 
(SsL 以下) 

－ ● ● ● 
 

● － ・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 漏えいナトリウムは窒素雰囲気中に設置されたガードベッセ
ルに保持され、ナトリウム燃焼が抑制される。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保さ
れる。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されて
いるので、放射性物質を含む１次冷却材が漏れたとしても、放
射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、発電所周辺の公衆に
放射線影響が及ばないようにしている。 

２ 配管 

・１次メン
テナンス
冷却系小
口径配管 

－ ● ● ● 
 

● 

Na 漏えい判断後、「１次
系 EMP 汲上延長」スイ
ッチを「入」とし、原
子炉手動トリップ 

原子炉トリップ後か
ら 80 分間、原子炉容
器へのナトリウムの
汲上運転確認 
汲上運転停止確認後、
１次オーバフロー系
断続汲上阻止 

原子炉低温停止確認お
よび原子炉格納容器が
隔離されていないこと
を確認後、R/V 液位
NsL-3450mm までドレン 

－ 
 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 漏えいナトリウムは窒素雰囲気中に設置されたガードベッセ
ルに保持され、ナトリウム燃焼が抑制される。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保さ
れる。 

・ 原子炉容器のナトリウムをドレンするので、１次メンテナンス
冷却系小口径配管からの漏えいが抑制される。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されて
いるので、放射性物質を含む１次冷却材が漏れたとしても、放
射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、発電所周辺の公衆に
放射線影響が及ばないようにしている。 
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(1)1次冷却系 ②１次冷却系設備（原子炉容器室を除く） 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい検出器 
No. 漏えい部位 

漏え
い状
況 

S 
I 
D 

D 
P 
D 

C 
L 
D 

セ
ル
SID 

セ
ル
DPD 

フィ
ルタ
分析 

原子炉 
停止 

1 次オーバフ
ロー系の運転 

ナトリウム 
ドレン 空調停止 安全上の評価 

保 温
材内 

● ● － － － ● － ・中間熱交換器 
・主循環ポンプ 
・ポンプオーバ 
フローコラム 
 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

原子炉低温停
止確認および
原子炉格納容
器が隔離され
ていないこと
を確認後、漏
えいループの
１次主冷却系
ドレン 
 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、中間熱交換器ガードベッセル、主循環ポンプガードベッ
セルまたは下部室の床ライナ上に貯留される。 

・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ ドレン操作に必要なドレン弁、ベント弁の遠隔操作化により、原子炉低温停止確認
後、早期ドレン操作を実施する。この操作により、漏えい量が抑制される。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

● ● － － － ● － ・オーバフロータン
ク 
 
 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

１次オーバフ
ロー系電磁ポ
ンプBによる、
オーバフロー
タンクからダ
ンプタンクへ
の Na 移送 
 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

－ － ● － － － － ・１次オーバフロー
系電磁ポンプ A 

 保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

１次オーバフ
ロー系電磁ポ
ンプBによる、
オーバフロー
タンクからダ
ンプタンクへ
の Na 移送 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

－ － ● － － － － ・１次オーバフロー
系電磁ポンプ B 

・１次ナトリウム純
化系コールドト
ラップ 

・１次ナトリウム純
化系エコノマイ
ザ 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

－ 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

－ － ● － － － － ・１次メンテナンス
冷却系中間熱交
換器、電磁ポンプ 保 温

材外 
－ － － ● ●  ● 

Na 漏えい
判断後、「１
次系 EMP 汲
上延長」ス
イ ッ チ を
「入」とし、
原子炉手動
トリップ 

原子炉トリッ
プ後から80分
間、原子炉容
器へのナトリ
ウムの汲上運
転確認 
汲上運転停止
確認後、１次
オーバフロー
系断続汲上阻
止 

原子炉トリッ
プ後、１次メ
ンテナンス冷
却系の隔離を
行い、同系統
のドレンを実
施 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、ドレン操作を行う。 
・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

 
            

１ 機器 
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Na 漏えい監視 対応操作 
Na 漏えい検出器 

No. 漏えい部位 
漏え
い状
況 

S 
I 
D 

D 
P 
D 

C 
L 
D 

セ
ル
SID 

セ
ル
DPD 

フィ
ルタ
分析 

原子炉 
停止 

1 次オーバフ
ロー系の運転 

ナトリウム 
ドレン 空調停止 安全上の評価 

保 温
材内 

● ● － － － ● － ・１次主冷却系主配
管および系統第１
止め弁までの小口
径配管 
・１次ナトリウムオ
ーバフロー系汲
上げ配管 
 
 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

原子炉低温停
止確認および
原子炉格納容
器が隔離され
ていないこと
を確認後、漏
えいループの
１次主冷却系
ドレン 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、中間熱交換器ガードベッセル、主循環ポンプガードベッ
セルまたは下部室の床ライナ上に貯留される。 

・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ ドレン操作に必要なドレン弁、ベント弁の遠隔操作化により、原子炉低温停止確認
後、早期ドレン操作を実施する。この操作により、漏えい量が抑制される。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

● ● － － － ● － ・１次オーバフロー
系電磁ポンプA回
り配管 
 
 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

１次オーバフ
ロー系電磁ポ
ンプBによる、
オーバフロー
タンクからダ
ンプタンク B、
Cへの Na 移送 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ 漏えい後の措置を考慮して、主冷却系窒素雰囲気調節装置（A）による空気置換時
に、オーバフロータンク室回りに大量のナトリウムが残らないように、オーバフロ
ータンクからダンプタンク B、Cへナトリウム移送を行う。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

● ● － － － ● － ・１次オーバフロー
系電磁ポンプB回
り配管 
 
 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

－ 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ 主冷却系窒素雰囲気調節装置(B)による空気置換後に、漏えい後の措置を行う。なお、
オーバフロータンク室は、同装置(A)の対象室なので、ダンプタンクへのナトリウム
移送は行わない。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

● ● － － － ● － ・１次メンテナンス
冷却系主配管の
一部（原子炉冷却
材バウンダリ） 
 
 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

原子炉トリッ
プ後、１次メ
ンテナンス冷
却系の隔離を
行い、同系統
のドレンを実
施 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、ドレン操作を行う。 
・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

－ － ● － － － － 

２ 
 

配管 
 

  

・１次ナトリウムオ
ーバフロー系戻り
配管 
 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

原子炉低温停
止確認および
原子炉格納容
器が隔離され
ていないこと
を確認後、Aル
ープの１次主
冷却系ドレン 
 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ １次オーバフロー系のメンテナンスに備え、原子炉低温停止確認後、１次系 Aルー
プの早期ドレン操作を実施する。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

－ － ● － － － －   

  

・１次メンテナンス
冷却系配管（原子
炉冷却材バウンダ
リを除く） 
 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

Na 漏えい
判断後、「１
次系 EMP 汲
上延長」ス
イ ッ チ を
「入」とし、
原子炉手動
トリップ 

原子炉トリッ
プ後から80分
間、原子炉容
器へのナトリ
ウムの汲上運
転確認 
汲上運転停止
確認後、１次
オーバフロー
系断続汲上阻
止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原子炉トリッ
プ後、１ 
次メンテナン
ス冷却系の隔
離を行い、同
系統のドレン
を実施 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、ドレン操作を行う。 
・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

 
 　
　
　
　
　
添
付

－
2
2
9



Na 漏えい監視 対応操作 
Na 漏えい検出器 

No. 漏えい部位 
漏え
い状
況 

S 
I 
D 

D 
P 
D 

C 
L 
D 

セ
ル
SID 

セ
ル
DPD 

フィ
ルタ
分析 

原子炉 
停止 

1 次オーバフ
ロー系の運転 

ナトリウム 
ドレン 空調停止 安全上の評価 

保 温
材内 

－ － ● － － － － ・１次主冷却系弁 
・１次ナトリウムオ
ーバフロー系弁
（電磁ポンプ A
室、純化系室除
く） 

・１次ナトリウム充
填ドレン系弁 
 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

原子炉低温停
止確認および
原子炉格納容
器が隔離され
ていないこと
を確認後、漏
えいループの
１次主冷却系
ドレン 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、中間熱交換器ガードベッセル、主循環ポンプガードベッ
セルまたは下部室の床ライナ上に貯留される。 

・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ ドレン操作に必要なドレン弁、ベント弁の遠隔操作化により、原子炉低温停止確認
後、早期ドレン操作を実施する。この操作により、漏えい量が抑制される。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

 
保 温
材内 

－ － ● － － － － ・１次ナトリウムオ
ーバフロー系弁
（電磁ポンプ A
室） 
 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

１次オーバフ
ロー系電磁ポ
ンプBによる、
オーバフロー
タンクからダ
ンプタンク B、
Cへの Na 移送 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ 漏えい後の措置を考慮して、主冷却系窒素雰囲気調節装置（A）による空気置換時
に、オーバフロータンク室回りに大量のナトリウムが残らないように、オーバフロ
ータンクからダンプタンク B、Cへナトリウム移送を行う。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

 
保 温
材内 

－ － ● － － － － ・１次ナトリウムオ
ーバフロー系弁
（純化系室） 

・１次ナトリウム純
化系弁（純化系室
のみ設置） 
  

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

－ 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ 主冷却系窒素雰囲気調節装置(B)による空気置換後に、漏えい後の措置を行う。な
お、オーバフロータンク室は、同装置(A)の対象室なので、ダンプタンクへのナト
リウム移送は行わない。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

 
保 温
材内 

－ － ● － － － － 

３ 弁 

・１次メンテナンス
冷却系弁 
  
 
 

保 温
材外 

－ － － ● ●  ● 

Na 漏えい
判断後、「１
次系 EMP 汲
上延長」ス
イ ッ チ を
「入」とし、
原子炉手動
トリップ 

原子炉トリッ
プ後から80分
間、原子炉容
器へのナトリ
ウムの汲上運
転確認 
汲上運転停止
確認後、１次
オーバフロー
系断続汲上阻
止 

原子炉トリッ
プ後、１次メ
ンテナンス冷
却系の隔離を
行い、同系統
のドレンを実
施 

手動操作に
より主冷却
系窒素雰囲
気循環装置
停止 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保される。 
・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、ドレン操作を行う。 
・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

 
 
 

 
 　
　
　
　
　
添
付

－
2
3
0



(1)1次冷却系 ③１次冷却系設備 １次ナトリウム純化系サンプリング装置 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい検出器 
No. 漏えい部位 

漏え
い状
況 

S 
I 
D 

D 
P 
D 

C 
L 
D 

セ
ル
SID 

セ
ル
DPD 

火災
感知
設備 

原子炉 
停止 

1 次オーバフ
ロー系の運転 

ナトリウム 
ドレン 空調停止 安全上の評価 

ポ ッ
ト内 

－ － ● － － － プラント運
転継続 

－ 
 

－ １ 機器 ・１次ナトリウム純
化系サンプリン
グ装置 
 

ポ ッ
ト外 

－ － ● － －  ● Na 漏えい
判断後、原
子炉手動ト
リップ 

－ 

プラギング計
電磁ポンプ停
止、C/T 流量設
定弁「閉」 
 

手動操作に
より格納容
器空調装置
停止 

・ 漏えい量の抑制、ナトリウムエアロゾルの拡散を抑制するため、プラギング計電磁
ポンプ停止、C/T 流量設定弁「閉」を行う。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されているので、放射性物質
を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、
発電所周辺の公衆に放射線影響が及ばないようにしている。 

 
 
 

 
 　
　
　
　
　
添
付

－
2
3
1



 

(1)1次冷却系 ④１次冷却系設備（大規模漏えいの場合） 
対応操作 

Na 漏えい監視 

No. 漏えい部位 

原子炉容
器液面計、
１次系オ
ーバーフ
ロータン
ク液面計 

誘導式
固定点 
型液面
計、ＣＬ
Ｄ(工学
的安全
施設作
動計装) 

Ｃ／Ｖ
床下雰
囲気温
度計 

Ｃ／Ｖ
床上圧
力計、床
上エリ
アモニ
タ 

原子炉 
停止 1 次オーバフロー系の運転 ナトリウムド

レン 空調停止 安全上の評価 

・原子炉容器廻りの 1
次系主配管、1次メン
テナンス冷却系小口
径配管（容器含む） 
・中間熱交換器廻りの
１次主冷却系配管及
びその接続配管（機器
含む） 
・１次主循環ポンプ廻
りの 1 次主冷却系配
管及びその接続配管
（機器含む） 

● ● － ● 工学的安全
施設作動に
より、原子
炉自動トリ
ップ、原子
炉格納容器
隔離 

配管破損信号発信により、１
次オーバフロー系は断続汲
上運転に移行 
 

1 次オーバフ
ロー系断続汲
上運転確認後、
漏えいループ
の 1 次系ポニ
ーモータ停止。
ナトリウムの
ドレンは行わ
ない。 

 

原子炉格納容
器隔離信号に
より、原子炉
格納施設換気
空調設備停止 

 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 漏えいナトリウムはガードベッセルに保持される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼
が抑制される。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保され
る。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されてい
るので、放射性物質を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射
性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、発電所周辺の公衆に放
射線影響が及ばないようにしている。 

・１次主冷却室内機
器・配管 

・IHX 上部室内機器・配
管 

・１次主冷却系配管室
内配管 

・１次オーバフロータ
ンク室内機器・配管 

・１次ダンプタンク室
内機器・配管 

● － ● ● 工学的安全
施設作動に
より、原子
炉自動トリ
ップ、原子
炉格納容器
隔離 

配管破損信号発信により、１
次オーバフロー系は断続汲
上運転に移行 
 

1 次オーバフ
ロー系断続汲
上運転確認後、
漏えいループ
の 1 次系ポニ
ーモータ停止。
ナトリウムの
ドレンは行わ
ない。 
 

原子炉格納容
器隔離信号に
より、原子炉
格納施設換気
空調設備停止 

 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 漏えいしたナトリウムは、下部室の床ライナ上に貯留される。 
・ １次冷却系設備の設置室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼
が抑制されることから、床ライナの健全性に問題はない。 

・ １次冷却材の循環に必要な原子炉容器の冷却材液位は確保され
る。 

・ １次冷却系設備は気密構造の原子炉格納容器内に設置されてい
るので、放射性物質を含む１次冷却材が漏れたとしても、放射
性物質を原子炉格納容器内に閉じ込め、発電所周辺の公衆に放
射線影響が及ばないようにしている。 

・１次オーバフロー系
電磁ポンプ室内機
器・配管 

● － ● ● 1 次オーバフロー系電磁ポン
プ室での配管破損信号発信
により、電磁ポンプ A自動停
止、電磁ポンプ Bミニマムフ
ロー運転移行、１次ナトリウ
ム純化系隔離 
 

ナトリウムの
ドレンは行わ
ない。 

・１次ナトリウム純化
系室内機器・配管 

● － ● ● 1 次ナトリウム純化系室での
配管破損信号発信により、電
磁ポンプAミニマムフロー運
転移行、電磁ポンプ B自動停
止、１次ナトリウム純化系隔
離 

 

ナトリウムの
ドレンは行わ
ない。 

原子炉格納容
器隔離信号に
より、原子炉
格納施設換気
空調設備停止 

 

同上 

１ 機器
配管 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・１次メンテナンス冷
却系室内機器・配管 

 
 

● － ● ● 

工学的安全
施設作動に
より、原子
炉自動トリ
ップ、原子
炉格納容器
隔離 

配管室または１次メンテナ
ンス冷却系室での配管破損
信号発信により、電磁ポンプ
A ミニマムフロー運転移行、
電磁ポンプBミニマムフロー
運転、１次ナトリウム純化系
隔離 
 

ナトリウムの
ドレンは行わ
ない。 

原子炉格納容
器隔離信号に
より、原子炉
格納施設換気
空調設備停止 

 

同上 

 
 　
　
　
　
　
添
付

－
2
3
2



 

(2)2次冷却系 ①2次主冷却系区画（IHX 上部室除く） 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい検出器 
No. 漏えい部位 

漏え
い状
況 R 

I 
D 

C 
L 
D 

空気雰囲
気セルモ
ニタ 

火災
感知
設備 

フィ
ルタ
分析 

原子炉 
停止 

緊急 
ドレン 
 

換気空調
設備停止 

 

窒素注入（漏えい区
画に人がいないこと
を確認後実施） 

安全上の評価 

保 温
材内 

● － － － ● Na 漏え
い判断
後、原
子炉手
動トリ
ップ 

原子炉ト
リ ッ プ
後、漏え
いループ
の 2 次主
冷却系緊
急ドレン 

－ － ・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 保温材内にナトリウムが留まっているため、床ライナの健全性
に問題はない。 

・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、緊急ドレン操作
を行う。 

・ 緊急ドレンを行うので、２次アルゴンガス系減圧時に、ナトリ
ウムミストが、２次アルゴンガス系カバーガス放出ラインより、
２次ナトリウム純化系コールドトラップ冷却用送風機の排気ダ
クトに放出される。 

 

１ ２次主冷却
系主要機器 

主循環ポンプ、ポンプオーバフ
ローコラム、蒸発器、過熱器 

保 温
材外 

－ － ●  ●  － Na 漏え
い判断
後、原
子炉手
動トリ
ップ 

原子炉ト
リ ッ プ
後、漏え
いループ
の 2 次主
冷却系緊
急ドレン 

空気雰囲
気セルモ
ニタ作動
信号によ
り蒸気発
生器換気
装置自動
停止 

緊急ドレンが完了
し、熱感知式セルモ
ニタが継続動作して
いる場合、漏えいル
ープの燃焼抑制板下
部および２次主冷却
系区画への窒素ガス
注入を実施 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 設工認申請で、保温材外の漏えいに関する床ライナの健全性が
評価されている。ナトリウムの漏えい率によらず、漏えい開始
から 43 分以内に緊急ドレンが完了するので、床ライナの健全性
は保たれる。 

・ 建屋の区画化、換気空調設備の自動停止により、他ループへの
ナトリウムエアロゾルの拡散が防止される。 

・ 壁、天井への断熱構造の設置により、室温上昇によるコンクリ
ートからの水分の放出が防止される。 

・ 燃焼抑制板下部、漏えい区画へ窒素ガスを注入することにより、
雰囲気の酸素濃度を低下させ、ナトリウム燃焼を抑制すること
ができる。 

 
保 温
材内 

● － － － ● No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材内」漏えい時の対応操作と同様 

No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材内」漏えい時の評価と同様 

・２次主冷却系主配管および小口
径配管の一部 

・補助冷却設備主配管 
・２次 Na オーバフロー系蒸発器
側第一止め弁まで 

・２次ナトリウム充填ドレン系の
主配管側から見て第一止め弁
まで 

・２次ナトリウム純化系の主配管
側から見て第一止め弁まで 

保 温
材外 

－ － ●  ●  － No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 

No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材外」漏えい時の評価と同様 

２ 配管 

・オーバフロー配管（EV、POFC） 
・C/T ベント配管 

保 温
材外 

－ － ● ● － No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 

No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材外」漏えい時の評価と同様 

保 温
材内 

－ ● － － － No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材内」漏えい時の対応操作と同様 

No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材内」漏えい時の評価と同様 

３ 弁 ・２次主冷却系弁 
・２次ナトリウムオーバフロー系
弁 
・２次純化系弁 
・２次ナトリウム充填ドレン系弁 
・補助冷却設備弁 

保 温
材外 

－ － ●  ●  － No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 

No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材外」漏えい時の評価と同様 

保 温
材内 

－ ● － － － No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材内」漏えい時の対応操作と同様 

No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材内」漏えい時の評価と同様 

４ 271 系、272
系 

271 及び 272 系（主要ユニット、
弁） 

保 温
材外 

－ ● ●  ●  － No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 

No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材外」漏えい時の評価と同様 

 

 
 　
　
　
　
　
添
付

－
2
3
3



 

(2)2次冷却系 ②2次主冷却系区画（IHX 上部室） 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい検出器 
No. 漏えい部位 漏えい

状況 R 
I 
D 

C 
L 
D 

IHX 上部室セ
ルモニタ 

フィル
タ分析 

原子炉 
停止 

緊急ドレン 
 

換気空調
設備停止 

 

窒素注入（漏えい区
画に人がいないこと
を確認後実施） 

安全上の評価 

保 温 材
内 

● － － ● Na 漏えい判
断後、原子炉
手動トリッ
プ 

原子炉トリ
ップ後、漏え
いループの2
次主冷却系
緊急ドレン 

－ － ・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除
去運転に移行する。 

・ IHX 上部室は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑
制されることから、床ライナの健全性に問題はない。 

・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、緊急
ドレン操作を行う。 

 

１ ２次主冷却系主配管 
 

保 温 材
外 

－ － ● － 「保温材内」漏えい時の対応操作と同様 No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材内」漏えい時の評価と同様 

 
２ ２次ナトリウム充填ドレン系配管 

 
保 温 材
外 

－ － ● 
 

－ No.1 の「2次主冷却系主配管」の 
「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 

No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材内」漏えい時の評価と同様 

 

保 温 材
内 

－ ● － 
 

－ No.1 の「2次主冷却系主配管」の 
「保温材内」漏えい時の対応操作と同様 

No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材内」漏えい時の評価と同様 

 

３ ２次ナトリウム充填ドレン系弁 
 

保 温 材
外 

－ － ● 
 

－ No.1 の「2次主冷却系主配管」の 
「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 

No.1 の「2次主冷却系主要機器」の 
「保温材内」漏えい時の評価と同様 

 
 
 

 
 　
　
　
　
　
添
付

－
2
3
4



 

(2)2次冷却系 ③補助冷却設備空気冷却器室区画 
Na漏えい監視 対応操作 

Na漏えい検出器 
No. 漏えい

部位 
漏え
い状
況 R 

I 
D 

C 
L 
D 

空気雰囲
気セルモ
ニタ 

A/C 温
度計 

火災
感知
設備 

フィ
ルタ
分析 

原子炉 
停止 

緊急ドレン 
 

換気空調設備
停止 
 

窒素注入（漏えい区画に人が
いないことを確認後実施） 

安全上の評価 

１ 補 助 冷
却 設 備
空 気 冷
却 器 本
体 

－ ● ● － ● － ● Na 漏え
い 判 断
後、原子
炉 手 動
ト リ ッ
プ 
 

原子炉トリ
ップ後、漏え
いループの 2
次主冷却系
緊急ドレン 

－ 緊急ドレンが完了し、2 チャ
ンネル以上の「A/C 用送風機
ケーシング下部温度高」が継
続動作している場合、漏えい
ループの燃焼抑制板下部およ
び A/C ケーシング部への窒素
ガス注入を実施 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 「A/C 用送風機ケーシング下部温度高」の 2 out of 3 信号発報時には、
漏えいループの補助冷却設備は起動阻止されるので、ナトリウムエアロ
ゾルが出口ダクトを通じて、外気に放出されることはない。 

・ 漏えいナトリウムは、空気冷却器用送風機ケーシングで貯留される。 
・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、緊急ドレン操作を行う。 
・ 緊急ドレンを行うので、２次アルゴンガス系減圧時に、ナトリウムミス
トが、２次アルゴンガス系カバーガス放出ラインより、２次ナトリウム
純化系コールドトラップ冷却用送風機の排気ダクトに放出される。 

・ A/C 用送風機ケーシング下部へ窒素ガスを注入することにより、ナトリウ
ム燃焼を抑制することができる。 

 
保 温
材内 

● － － － － ● Na 漏え
い 判 断
後、原子
炉 手 動
ト リ ッ
プ 

原子炉トリ
ップ後、漏え
いループの 2
次主冷却系
緊急ドレン 

－ － ・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 保温材内にナトリウムが留まっているため、床ライナの健全性に問題は
ない。 

・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、緊急ドレン操作を行う。 
・ 緊急ドレンを行うので、２次アルゴンガス系減圧時に、ナトリウムミス
トが、２次アルゴンガス系カバーガス放出ラインより、２次ナトリウム
純化系コールドトラップ冷却用送風機の排気ダクトに放出される。 

 

２ 補 助 冷
却 設 備
配管 

保 温
材外 

－ － ● ● ● － Na 漏え
い 判 断
後、原子
炉 手 動
ト リ ッ
プ 
 

原子炉トリ
ップ後、漏え
いループの 2
次主冷却系
緊急ドレン 

空気雰囲気セ
ルモニタ作動
信号により蒸
気発生器換気
装置自動停止 

－ ・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 「A/C 室配管漏えい検出器用温度高」の 2 out of 3 信号発報時には、漏
えいループの補助冷却設備は起動阻止されるので、ナトリウムエアロゾ
ルが出口ダクトを通じて、外気に放出されることはない。 

・ 漏えいナトリウムは、床近傍に設置されたキャッチパンで受け、下部キ
ャッチパンからオーバフロー管を介して、隣接する２次主循環ポンプ配
管室へ移送される。 

・ 空気冷却器内飛散防止対策設備により、漏えいナトリウムは、飛散する
ことなく、かつコンクリートに直接接触することなく、キャッチパンに
導かれる。 

・ 設工認申請で、保温材外の漏えいに関する床ライナの健全性が評価され
ている。ナトリウムの漏えい率によらず、漏えい開始から 43 分以内に緊
急ドレンが完了するので、床ライナの健全性は保たれる。 

・ 建屋の区画化、換気空調設備の自動停止により、他ループへのナトリウ
ムエアロゾルの拡散が防止される。 

 
保 温
材内 

－ ● － － － － No.2 の「補助冷却設備配管」の「保温材内」漏えい時の対応操作と同様 No.2 の「補助冷却設備配管」の「保温材内」漏えい時の評価と同様 ３ 補 助 冷
却 設 備
弁 保 温

材外 
－ － ● － ● － No.2 の「補助冷却設備配管」の「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 No.2 の「補助冷却設備配管」の「保温材外」漏えい時の評価と同様 

 

 
 　
　
　
　
　
添
付

－
2
3
5



 

(2)2次冷却系 ④タンク室区画 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい検出器 
No. 漏えい部位 漏えい

状況 R 
I 
D 

C 
L 
D 

空気雰囲
気セルモ
ニタ 

火災
感知
設備 

原子炉 
停止 

緊急ドレン 
 

空調停止 
 

窒素注入（漏えい区画に人がい
ないことを確認後実施） 

安全上の評価 

保 温 材
内 

－ ● － － Na 漏えい
判断後、
原子炉手
動トリッ
プ 

原子炉トリ
ップ後、漏
えいループ
の 2 次補助
Na 系緊急
ドレン 

－ － ・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 保温材内にナトリウムが留まっているため、床ライナの健全性に問題はない。
・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、緊急ドレン操作を行う。 
・ 緊急ドレンを行うので、２次アルゴンガス系減圧時に、ナトリウムミストが、
２次アルゴンガス系カバーガス放出ラインより、２次ナトリウム純化系コール
ドトラップ冷却用送風機の排気ダクトに放出される。 

 

・C/T  
・C/T 冷却管 
・電磁ポンプ 

保 温 材
外 

－ ● ● ● Na 漏えい
判断後、
原子炉手
動トリッ
プ 

原子炉トリ
ップ後、漏
えいループ
の 2 次補助
Na 系緊急
ドレン 

空気雰囲
気セルモ
ニタ作動
信号によ
り蒸気発
生器換気
装置自動
停止 

・緊急ドレンの開始（タンク液
位上昇開始）を確認し、タンク
室の煙感知式セルモニタが継
続動作している場合、漏えいル
ープの燃焼抑制板下部窒素ガ
ス注入を実施 
・緊急ドレンの完了を確認し、
タンク室区画の熱感知式セル
モニタが継続動作している場
合、漏えいループのタンク室区
画への窒素ガス注入を実施 
 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 設工認申請で、保温材外の漏えいに関する床ライナの健全性が評価されている。
ナトリウムの漏えい率によらず、漏えい開始から 43 分以内に緊急ドレンが完了
するので、床ライナの健全性は保たれる。 

・ 建屋の区画化、換気空調設備の自動停止により、他ループへのナトリウムエア
ロゾルの拡散が防止される。 

・ 壁、天井への断熱構造の設置により、室温上昇によるコンクリートからの水分
の放出が防止される。 

・ 燃焼抑制板下部、漏えい区画へ窒素ガスを注入することにより、雰囲気の酸素
濃度を低下させ、ナトリウム燃焼を抑制することができる。 

保 温 材
内 

－ ● － － ナトリウム漏えい判断後、出入口弁を「閉」とし、漏えいが停止した
場合、プラント運転継続 
漏えいが停止できない場合、上記「保温材内」漏えい時の対応操作と
同様。 

・ 出入口弁を「閉」とし、漏えいが停止した場合、安全上問題なし 
・ 漏えいが停止しなかった場合、上記「保温材内」漏えい時の評価と同様 
 

・ナトリウムサ
ンプリング装
置 

保 温 材
外 

－ － ● ● 上記「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 上記「保温材外」漏えい時の評価と同様 

１ ２次ナ
トリウ
ム純化
系機器 

・プラギング計 
 

保 温 材
外 

－ － ● ● 上記「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 上記「保温材外」漏えい時の評価と同様 

保 温 材
内 

－ ● － － Na 漏えい
判断後、
原子炉手
動トリッ
プ 

タンク間移
送 

－ － ・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移行する。 
・ 保温材内にナトリウムが留まっているため、床ライナの健全性に問題はない。

２ タンク ・OF/T 
・D/T 

保 温 材
外 

－ － ● ● Na 漏えい
判断後、
原子炉手
動トリッ
プ 

原子炉トリ
ップ後、漏
えいループ
の 2 次補助
Na 系緊急
ドレン。 
緊急ドレン
終了後に、
タンク間移
送 

空気雰囲
気セルモ
ニタ作動
信号によ
り蒸気発
生器換気
装置自動
停止 

・緊急ドレンの開始（タンク液
位上昇開始）を確認し、タンク
室の煙感知式セルモニタが継
続動作している場合、漏えいル
ープの燃焼抑制板下部窒素ガ
ス注入を実施 
・緊急ドレンの完了を確認し、
タンク室区画の熱感知式セル
モニタが継続動作している場
合、漏えいループのタンク室区
画への窒素ガス注入を実施 

No.1 の「２次ナトリウム純化系機器」の「保温材外」漏えい時の評価と同様 

３ 配管 保 温 材
外 

－ － ● ● No.1 の「２次ナトリウム純化系機器」の「保温材外」漏えい時の対応
操作と同様 

No.1 の「２次ナトリウム純化系機器」の「保温材外」漏えい時の評価と同様 

４ 弁 保 温 材
外 

－ － ● ● No.1 の「２次ナトリウム純化系機器」の「保温材外」漏えい時の対応
操作と同様 

No.1 の「２次ナトリウム純化系機器」の「保温材外」漏えい時の評価と同様 
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(2)2次冷却系 ⑤２次メンテナンス冷却系区画 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい検出器 
No. 漏えい部位 漏えい

状況 R 
I 
D 

C 
L 
D 

空気雰囲
気セルモ
ニタ 

火災
感知
設備 

フィ
ルタ
分析 

原子炉 
停止 緊急ドレン 換気空調設

備停止 
窒素注入（漏えい区画に人が
いないことを確認後実施） 

安全上の評価 

・空気冷却
器本体 

－ 
 

● 
 
－ 
 

－ － ● 
 

Na 漏えい判断
後、原子炉手
動トリップ 

原子炉トリッ
プ後、２次メ
ンテナンス冷
却系緊急ドレ
ン 

－ － ・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、緊急ドレン操作
を行う。 

 

保温材
内 

－ ● － － － Na 漏えい判断
後、原子炉手
動トリップ 

原子炉トリッ
プ後、２次メ
ンテナンス冷
却系緊急ドレ
ン 

－ － ・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 保温材内にナトリウムが留まっているため、床ライナの健全性
に問題はない。 

・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、緊急ドレン操作
を行う。 

 

１ ２次メン
テナンス
冷却系機
器 

・電磁ポン
プ 

・膨張タン
ク 

保温材
外 

－ － ● ● － Na 漏えい判断
後、原子炉手
動トリップ 

原子炉トリッ
プ後、２次メ
ンテナンス冷
却系緊急ドレ
ン 

空気雰囲気
セルモニタ
作動信号に
よりメンテ
ナンス冷却
系室換気装
置自動停止 

緊急ドレンの完了を確認し、
２次メ冷室区画の熱感知式セ
ルモニタが継続動作している
場合、２次メ冷室区画への窒
素ガス注入を実施 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ ナトリウムの漏えい率によらず、床ライナの健全性は保たれ
る。 

・ 原子炉トリップ後、漏えい量を抑制するため、緊急ドレン操作
を行う。 

・ 建屋の区画化、換気空調設備の自動停止により、ナトリウムエ
アロゾルの拡散が防止される。 

・ 壁、天井への断熱構造の設置により、室温上昇によるコンクリ
ートからの水分の放出が防止される。 

・ 漏えい区画へ窒素ガスを注入することにより、雰囲気の酸素濃
度を低下させ、ナトリウム燃焼を抑制することができる。 

 
保温材
内 

－ ● － － － No.1 の「２次メンテナンス冷却系機器」の「保温材内」漏えい時の対応操作
と同様 

No.1 の「２次メンテナンス冷却系機器」の「保温材内」漏えい時
の評価と同様 
 

２ 配管 ・２次メン
テナンス
冷却系配
管 保温材

外 
－ － ● ● － No.1 の「２次メンテナンス冷却系機器」の「保温材外」漏えい時の対応操作

と同様 
No.1 の「２次メンテナンス冷却系機器」の「保温材外」漏えい時
の評価と同様 
 

保温材
内 

－ ● － － － No.1 の「２次メンテナンス冷却系機器」の「保温材内」漏えい時の対応操作
と同様 

No.1 の「２次メンテナンス冷却系機器」の「保温材内」漏えい時
の評価と同様 
 

３ 弁 ・２次メン
テナンス
冷却系弁 

保温材
外 

－ － ● ● － No.1 の「２次メンテナンス冷却系機器」の「保温材外」漏えい時の対応操作
と同様 

No.1 の「２次メンテナンス冷却系機器」の「保温材外」漏えい時
の評価と同様 
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(2)2次冷却系 ⑥2次冷却系全区画（大規模漏えい） 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na漏えい検出器 
No. 漏えい部位 R 

I 
D 

C 
L 
D 

空気雰囲
気セルモ
ニタ 

A/C 温
度計 

火災
感知
設備 

原子炉 
停止 

緊急 
ドレン 
 

換気空調
設備停止 

 

窒素注入（漏えい区画に
人がいないことを確認

後実施） 

安全上の評価 

２次主冷却系区画に設置されて
いる２次冷却系機器・配管・弁 

－ － ● － ● 蒸発器ナトリウ
ム液位低低信号
発信により、2次
主循環ポンプト
リップ、その後 2
次主冷却系流量
低、2次主循環ポ
ンプ回転数低信
号により、原子炉
自動トリップ 

原子炉ト
リ ッ プ
後、漏え
いループ
の 2 次主
冷却系緊
急ドレン 

空 気 雰 囲
気 セ ル モ
ニ タ 作 動
信 号 に よ
り 蒸 気 発
生 器 換 気
装 置 自 動
停止 

緊急ドレンが完了し、熱
感知式セルモニタが継
続動作している場合、漏
えいループの燃焼抑制
板下部および２次主冷
却系区画への窒素ガス
注入を実施 

・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 設工認申請で、保温材外の漏えいに関する床ライナの健全性が
評価されている。ナトリウムの漏えい率によらず、漏えい開始
から 43 分以内に緊急ドレンが完了するので、床ライナの健全性
は保たれる。 

・ 建屋の区画化、換気空調設備の自動停止により、他ループへの
ナトリウムエアロゾルの拡散が防止される。 

・ 壁、天井への断熱構造の設置により、室温上昇によるコンクリ
ートからの水分の放出が防止される。 

・ 燃焼抑制板下部、漏えい区画へ窒素ガスを注入することにより、
雰囲気の酸素濃度を低下させ、ナトリウム燃焼を抑制すること
ができる。 

 

１ 機器 
配管 
弁 
 

補助冷却系空気冷却室区画に設
置されている２次冷却系機器・配
管・弁 

－ － ● ● ● 蒸発器ナトリウ
ム液位低低信号
発信により、2次
主循環ポンプト
リップ、その後 2
次主冷却系流量
低、2次主循環ポ
ンプ回転数低信
号により、原子炉
自動トリップ 

原子炉ト
リ ッ プ
後、漏え
いループ
の 2 次主
冷却系緊
急ドレン 

空 気 雰 囲
気 セ ル モ
ニ タ 作 動
信 号 に よ
り 蒸 気 発
生 器 換 気
装 置 自 動
停止 

- ・ 原子炉はトリップし、補助冷却設備による崩壊熱除去運転に移
行する。 

・ 「A/C 室配管漏えい検出器用温度高」の 2 out of 3 信号発報時
には、漏えいループの補助冷却設備は起動阻止されるので、ナ
トリウムエアロゾルが出口ダクトを通じて、外気に放出される
ことはない。 

・ 漏えいナトリウムは、床近傍に設置されたキャッチパンで受け、
下部キャッチパンからオーバフロー管を介して、隣接する２次
主循環ポンプ配管室へ移送される。 

・ 空気冷却器内飛散防止対策設備により、漏えいナトリウムは、
飛散することなく、かつコンクリートに直接接触することなく、
キャッチパンに導かれる。 

・ 設工認申請で、保温材外の漏えいに関する床ライナの健全性が
評価されている。ナトリウムの漏えい率によらず、漏えい開始
から 43 分以内に緊急ドレンが完了するので、床ライナの健全性
は保たれる。 

・ 建屋の区画化、換気空調設備の自動停止により、他ループへの
ナトリウムエアロゾルの拡散が防止される。 
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(3)炉外燃料貯蔵槽冷却設備(EVST) ① EVST 冷却系区画（EVST 冷却系） 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい検出器 
No. 漏えい部位 漏えい

状況 D 
P 
D 

C 
L 
D 

空気雰囲
気セルモ
ニタ 

火災
感知
設備 

フィ
ルタ
分析 

原子炉 
停止 

緊急 
ドレン 

換気空調設
備停止 

窒素注入（漏えい区画
に人がいないことを
確認後実施） 

安全上の評価 

・空気冷却器本体 － ● ● － － ● 原 子 炉
通 常 停
止 

Na 漏えい判
断後、 EVST
冷却系の緊
急ドレン 

－ － ・ Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、EVST 冷
却系の緊急ドレンを行う。 

保温材
内 

● ● 
(Na 加熱
器のみ) 

－ － ● 原 子 炉
通 常 停
止 

Na 漏えい判
断後、 EVST
冷却系の緊
急ドレン 

－ － ・ 保温材内にナトリウムが留まっているため、床ライナ
の健全性に問題はない。 

・ Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、EVST 冷
却系の緊急ドレンを行う。 

１ 機器 

・EVST 冷却系ナトリウ
ム加熱器 
・EVST 冷却系膨張タン
ク 
・EVST 冷却系循環ポン
プ 

保温材
外 

－ － ●  ●  － 原 子 炉
通 常 停
止 

Na 漏えい判
断後、 EVST
冷却系の緊
急ドレン 

空気雰囲気
セルモニタ
作動信号に
より EVST 冷
却系室換気
装置自動停
止確認 

緊急ドレンが完了し、
煙感知式セルモニタ
が継続動作している
場合、漏えいループの
EVST 冷却系区画への
窒素ガス注入を実施 

・ ナトリウムの漏えい率によらず、床ライナの健全性は
保たれる。 

・ Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、EVST 冷
却系の緊急ドレンを行う。 

・ 配管の壁貫通部や配管が壁に近接して並行に走る箇
所に接触防止板が設置されており、漏えいナトリウム
は、壁コンクリートに直接接触することはない。 

・ 換気空調設備の自動停止により、他ループへのナトリ
ウムエアロゾルの拡散が防止される。 

・ 漏えい区画へ窒素ガスを注入することにより、雰囲気
の酸素濃度を低下させ、ナトリウム燃焼を抑制するこ
とができる。 

 
保温材
内 

● － － － ● No.1 の「機器」の「保温材内」漏えい時の対応操作と同様 No.1 の「機器」の「保温材内」漏えい時の評価と同様 ２ 配管 ・EVST 冷却系主配管お
よび主配管側から見
て第１止め弁まで
(EVST 貯槽室除く) 
・EVST 膨張タンク側か
ら見て第１止め弁ま
で 
 

保温材
外 

－ － ●  ●  － No.1 の「機器」の「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 No.1 の「機器」の「保温材外」漏えい時の評価と同様 

保温材
内 

－ ● － － － No.1 の「機器」の「保温材内」漏えい時の対応操作と同様 No.1 の「機器」の「保温材内」漏えい時の評価と同様 
 

３ 弁 ・EVST 冷却系弁 
 

保温材
外 

－ － ●  ●  － No.1 の「機器」の「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 No.1 の「機器」の「保温材外」漏えい時の評価と同様 
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(3)炉外燃料貯蔵槽冷却設備(EVST) ② EVST 冷却系区画（EVST２次補助ナトリウム系） 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい検出器 
No. 漏えい部位 漏えい

状況 D 
P 
D 

C 
L 
D 

空気雰囲
気セルモ
ニタ 

火災
感知
設備 

フィ
ルタ
分析 

原子炉 
停止 

緊急 
ドレン 

換気空調設
備停止 

窒素注入（漏えい区画
に人がいないことを確

認後実施） 

安全上の評価 

保温材
内 

－ ● － － － 原子炉通常
停止 
 

Na 漏えい判
断後、 EVST
２次補助ナ
トリウム系
の緊急ドレ
ン 

－ － ・ 保温材内にナトリウムが留まっているため、床
ライナの健全性に問題はない。 

・ Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、
EVST２次補助ナトリウム系の緊急ドレンを行
う。 

１ 機器 ・EVST2 次補助ナトリウム系
ナトリウム加熱器 
・EVST2 次補助ナトリウム系
電磁ポンプ 
・EVST2 次補助ナトリウム系
ガス抜きポット 
・EVST2 次補助ナトリウム系
ダンプタンク 
・EVST2 次補助ナトリウム系
コールドトラップ 
・EVST2 次補助ナトリウム系
プラギング計 
 

保温材
外 

－ － ●  ●  － 原子炉通常
停止 

Na 漏えい判
断後、 EVST
２次補助ナ
トリウム系
の緊急ドレ
ン 

空気雰囲気
セルモニタ
作動信号に
より EVST
冷却系室換
気装置自動
停止確認 

緊急ドレンが完了し、
煙感知式セルモニタが
継続動作している場
合、漏えいループの
EVST 冷却系区画への窒
素ガス注入を実施 

・ ナトリウムの漏えい率によらず、床ライナの健
全性は保たれる。 

・ Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、
EVST２次補助ナトリウム系の緊急ドレンを行
う。 

・ 配管の壁貫通部や配管が壁に近接して並行に
走る箇所に接触防止板が設置されており、漏え
いナトリウムは、壁コンクリートに直接接触す
ることはない。 

・ 換気空調設備の自動停止により、他ループへの
ナトリウムエアロゾルの拡散が防止される。 

・ 漏えい区画へ窒素ガスを注入することにより、
雰囲気の酸素濃度を低下させ、ナトリウム燃焼
を抑制することができる。 

 
２ 配管 ・EVST2 次補助ナトリウム系

配管 
保温材
外 

－ － ● ● － No.1 の「機器」の「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 No.1 の「機器」の「保温材外」漏えい時の評価と
同様 

保温材
内 

－ ● － － － No.1 の「機器」の「保温材内」漏えい時の対応操作と同様 No.1 の「機器」の「保温材内」漏えい時の評価と
同様 
 

３ 弁 ・EVST2 次補助ナトリウム系
弁 
 

保温材
外 

－ － ●  ●  － No.1 の「機器」の「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 No.1 の「機器」の「保温材外」漏えい時の評価と
同様 
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(3)炉外燃料貯蔵槽冷却設備(EVST) ③ EVST 共通配管室区画 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい検出器 
No. 漏えい部位 漏えい

状況 D 
P 
D 

C 
L 
D 

空気雰囲気
セルモニタ 

フィルタ分析 緊急 
ドレン 

原子炉 
停止 

 
換気空調設
備停止 
 

窒素注入（漏え
い区画に人がい
ないことを確認
後実施） 

安全上の評価 

保温材
内 

● － － ● 原子炉通
常停止 

Na 漏えい判断
後、EVST 冷却
系の緊急ドレ
ン 

－ － ・ EVST 共通配管室は窒素雰囲気のため、床ライナの健全性に問
題はない。 

・ Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、EVST 冷却系の緊
急ドレンを行う。 

 

１ 配管 ・EVST 冷却系主配管 
・EVST 冷却系主配管側か
ら見て第１止め弁まで 

保温材
外 

（DPD 警報発報+膨張タンク液位低下） 原子炉通
常停止 

Na 漏えい判断
後、EVST 冷却
系の緊急ドレ
ン 

EVST 共 通
配管室窒素
雰囲気調節
装置手動停
止 

－ ・ EVST 共通配管室は窒素雰囲気のため、床ライナの健全性に問
題はない。 

・ Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、EVST 冷却系の緊
急ドレンを行う。 

・ 換気空調設備の手動停止により、EVST 窒素雰囲気調節装置の
空調区域へのナトリウムエアロゾルの拡散が防止される。 

 
保温材
内 

－ ● － － No.1 の「配管」の「保温材内」漏えい時の対応操作と同様 No.1 の「配管」の「保温材内」漏えい時の評価と同様 ２ 弁 ・EVST 冷却系弁 
 

保温材
外 

（CLD 警報発報+膨張タンク液位低下） No.1 の「配管」の「保温材外」漏えい時の対応操作と同様 No.1 の「配管」の「保温材外」漏えい時の評価と同様 

 

 
 　
　
　
　
　
添
付

－
2
4
1



 

 

(3)炉外燃料貯蔵槽冷却設備(EVST) ④ EVST 貯蔵槽室および１次補助ナトリウム系区画 
Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい検出器 
No. 漏えい部位 

漏え
い状
況 D 

P 
D 

C 
L 
D 

セルDPD 
フ ィ
ル タ
分析 

原子炉 
停止 
 

緊急 
ドレン 

換気空調設
備停止 
 

窒素 
注入 安全上の評価 

・炉外燃料貯蔵槽 － － － ● ● 原子炉通
常停止 

Na 漏えい判断
後、EVST１次
補助ナトリウ
ム系ドレン 

燃料取扱設
備室窒素雰
囲気調節装
置手動停止 

－ ・EVST 貯蔵槽室および１次補助ナトリウム系区画は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 
・漏えいしたナトリウムは、炉外燃料貯蔵槽外容器に保持される。 
・炉心構成要素の冷却に必要な炉外燃料貯蔵槽の冷却材液位は確保される。 
・ EVST 貯蔵槽室および１次補助ナトリウム系区画は気密性を有しているので、放射性物質を含む EVST 系の
ナトリウムが漏れたとしても、放射性物質を原子炉施設内に閉じ込め、発電所の周辺の公衆に放射線影響
が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

－ ● － － － ・EVST 貯蔵槽室および１次補助ナトリウム系区画は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 

・Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、タンク間移送を行う。 

・オーバフロータンク 
・ドレンタンク 
 保 温

材外 
－ － ● ● 

原子炉通
常停止 
 

Na 漏えいを判
断後し、受入
側のタンク室
が窒素雰囲気
であることを
確認後、タン
ク間移送 

燃料取扱設
備室窒素雰
囲気調節装
置手動停止 

－ 

・EVST 貯蔵槽室および１次補助ナトリウム系区画は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されることか
ら、床ライナの健全性に問題はない。 
・Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、タンク間移送を行う。 
・炉心構成要素の冷却に必要な炉外燃料貯蔵槽の冷却材液位は確保される。 
・換気空調設備の手動停止により、EVST 窒素雰囲気調節装置の他の空調区域へのナトリウムエアロゾルの拡
散が防止される。 
・EVST 貯蔵槽室および１次補助ナトリウム系区画は気密性を有しているので、放射性物質を含む EVST 系の
ナトリウムが漏れたとしても、放射性物質を原子炉施設内に閉じ込め、発電所の周辺の公衆に放射線影響
が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

－ ● － － － ・EVST 貯蔵槽室および１次補助ナトリウム系区画は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されること
から、床ライナの健全性に問題はない。 
・Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、EVST１次補助ナトリウム系の緊急ドレンを行う。 

１ 機器 

・コールドトラップ 
・エコノマイザ 
・汲上ポンプ 
・プラギング計 
・ガス抜きポット 
 

保 温
材外 

－ － ● ● 

原子炉通
常停止 
 
  

Na 漏えい判断
後、EVST１次
補助ナトリウ
ム系ドレン 燃料取扱設

備室窒素雰
囲気調節装
置手動停止 

－ 

・EVST 貯蔵槽室および１次補助ナトリウム系区画は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されること
から、床ライナの健全性に問題はない。 
・Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、EVST１次補助ナトリウム系の緊急ドレンを行う。 
・炉心構成要素の冷却に必要な炉外燃料貯蔵槽の冷却材液位は確保される。 
・換気空調設備の手動停止により、EVST 窒素雰囲気調節装置の他の空調区域へのナトリウムエアロゾルの
拡散が防止される。 
・EVST 貯蔵槽室および１次補助ナトリウム系区画は気密性を有しているので、放射性物質を含む EVST 系の
ナトリウムが漏れたとしても、放射性物質を原子炉施設内に閉じ込め、発電所の周辺の公衆に放射線影響
が及ばないようにしている。 

保 温
材内 

－ ● － － － － No.１の「機器」の「コールドトラップ、エコノマイザ、汲上ポンプ、プラギング計、ガス抜きポット」の
「保温材内」漏えい時の評価と同様 

・EVST１次補助ナトリ
ウム系オーバフロ
ー配管 
 

保 温
材外 

－ － ● ● 

原子炉通
常停止 
 

 

Na 漏えい判断
後、EVST１次
補助ナトリウ
ム系ドレン 燃料取扱設

備室窒素雰
囲気調節装
置手動停止 

－ No.１の「機器」の「コールドトラップ、エコノマイザ、汲上ポンプ、プラギング計、ガス抜きポット」の
「保温材外」漏えい時の評価と同様 

・EVST１次補助ナトリ
ウム系配管（オーバ
フロー配管を除く） 

保 温
材外 

－ － ● ● No.２の「配管」の「EVST１次補助ナトリウム系
オーバフロー配管」の「保温材外」漏えい時の
対応操作と同様 

No.２の「配管」の「EVST１次補助ナトリウム系オーバフロー配管」の「保温材外」漏えい時の評価と同様

保 温
材内 

● － － ● － ・EVST 貯蔵槽室および１次補助ナトリウム系区画は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されること
から、床ライナの健全性に問題はない。 

・Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、EVST 冷却系の緊急ドレンを行う。 

２ 配管 

・EVST 冷却系主配管
（EVST 貯槽室） 
 保 温

材外 
－ － ● － 

原子炉通常
停止 

Na 漏えい判
断後、 EVST
１次補助ナ
トリウム系
ドレン、EVST
冷却系緊急
ドレン 

燃料取扱設
備室窒素雰
囲気調節装
置手動停止 

－ 

・EVST 貯蔵槽室および１次補助ナトリウム系区画は窒素雰囲気であり、ナトリウム燃焼が抑制されること
から、床ライナの健全性に問題はない。 
・Na 漏えい判断後、漏えい量を抑制するため、EVST 冷却系の緊急ドレンを行う。 
・換気空調設備の手動停止により、EVST 窒素雰囲気調節装置の他の空調区域へのナトリウムエアロゾルの
拡散が防止される。 

保 温
材内 

－ ● － － No.２の「配管」の「EVST１次補助ナトリウム系
オーバフロー配管」の「保温材内」漏えい時の
対応操作と同様 

No.２の「配管」の「EVST１次補助ナトリウム系オーバフロー配管」の「保温材内」漏えい時の評価と同様３ 弁 ・EVST１次補助ナトリ
ウム系弁 

保 温
材外 

－ － ● ● No.２の「配管」の「EVST１次補助ナトリウム系
オーバフロー配管」の「保温材外」漏えい時の
対応操作と同様 

No.２の「配管」の「EVST１次補助ナトリウム系オーバフロー配管」の「保温材外」漏えい時の評価と同様
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(3)炉外燃料貯蔵槽冷却設備(EVST) ⑤EVST 系 1 次補助ナトリウム系サンプリング装置 

Na 漏えい監視 対応操作 

Na 漏えい
検出器 

No. 漏えい部位 漏えい状況 

CLD 

火災感知
設備 原子炉 

停止 緊急ドレン 換気空調
設備停止 

窒素注入（漏えい区画
に人がいないことを確

認後実施） 

安全上の評価 

グローブボ
ックス内 

● － 原子炉運転継続 １ EVST１次補助ナトリウム系サ
ンプリング装置 

グローブボ
ックス外 

－ ● 原子炉通常停止 

Na 漏えい判断
後、サンプリ
ング装置漏え
い隔離弁自動
「閉」確認、
EVST１次補系
汲上ポンプ自
動停止確認 
その後、C/T
隔離、EVST１
次補助系Naド
レン 

－ 
 

－ ・ 漏えい量の抑制、ナトリウムエアロゾルの拡散
を抑制するため、Na 漏えい判断後、サンプリン
グ装置漏えい隔離弁自動「閉」、EVST１次補系汲
上ポンプ自動停止となる。 

 

 

 
 　
　
　
　
　
添
付

－
2
4
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（電気事業者）

▽
Ｈ6.5
初臨界

PSA��

もんじゅ

軽水炉

H1 H5 H10 H15

異常時運転手順書Ⅱ
作成

年度

▽H4.7
通産省が電気事
業者にＡＭ整備
要請

▽H7.11
総合検討会、検討結果を
安全委に報告。

▽H14.10
保安院がAM整備結果評価
報告書を安全委に報告

▼Ｈ16.5
異常時運転手順
書Ⅱ制定

（国関係）

安全性総点検

▽Ｈ7.12
2次Na漏えい事故

異常時運転手順書Ⅱ検討
異常時運転手順書Ⅱの手順
書細目の具体化検討

▽Ｓ63
炉心損傷防止マ
ニュアル制定

H20

▽H4.5
原子力安全委が
ＡＭ整備を奨励

▽H6.3
通産省に対しＡＭ整備
方針報告書提出

▽H6.10
通産省が技術的妥当性
を安全委に報告

▽H14.5
保安院に「ＡＭ整備報告
書」「ＡＭ有効性評価報
告書」を提出。

▽H6.11
安全委が原子炉安全総合
検討会で検討開始

アクシデントマネジメント
の整備

▼Ｈ7.3
事象選定完了

・PSA上リスク低減効果の高い設備・運
用上の対応状況の点検
・徴候ベースの運転手順書の整備・導入
の改善指摘

PSA��

●PSA知見の
設計への反映
・設備設計、
・設備運用等

更なる安全性向上のための
対応措置の検討 　
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図 4.1.2-23 異常時運転手順書Ⅱ 全体フロー図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

原子炉トリップすべきプラント状態 

【１】自動原子炉トリップの確認 
   手動原子炉トリップの実施・確認 

Yes 
No *1 

低温停止状態 

原子炉ﾄﾘｯﾌﾟ成功 

異
常
時
運
転
手
順
書
「
事
象
ベ
ー
ス
手
順
書
適
用
確
認
フ
ロ
ー
」 １次冷却材漏えい無し 

Yes 

No 

[ ]内は個別手順書の 
ステップ番号を示す。 

*1 【１】での異常の徴候により異常時 II に
移行した場合も、（【３】）【２】の確認
を順次行う。 

Ａ 

【３】１次系系統状態の確認 

1次系系統状態 
正常  

Yes 

No 

 

[3] 制御棒駆動機構 
   駆動軸挿入 

[1] 導入条件の確認  

Yes 

No（10 条通報） 

Yes 
原子炉出力≦2% 

原子炉出力≦2% 

[2] 制御棒保持用マグネットの電源断 

異常時運転手順書Ⅱ 「反応度制御」 

No 

①全トリップしゃ断器開放失敗 
②主炉停止系トリップ失敗＋後備炉停止系 1本以上未挿入 
③後備炉停止系トリップ失敗＋主炉停止系 2本以上未挿入 
④出力 2%超過が継続 

（不動作機器の 
 補修依頼・復旧） 

(c)制御棒 MG ｾｯﾄ 
  の停止 

(a)保持用ﾏｸﾞﾈｯﾄ 
  無励磁操作 

(b) ﾄﾘｯﾌﾟしゃ断器 
  引きはずし 

[2] 

[3] 

（流量喪失時のみ） 
[2](d)ACS 手動起動 

（未起動の場合） 
[2](d)ACS 手動起動 

[4] 通報連絡 

[4] 通報連絡 

（15 条報告） 

[3] 自然循環除熱運転 
 

自然循環 
緊急起動 

[6] 安全系空調冷水設備への冷水供給操作 
[7] 非常用交流電源の復旧 
[8] 故障機器の復旧 
[9] 強制循環除熱運転 

[1] 導入条件の確認 

Yes 

No 

Yes 

 No 

Yes 

No 

（不動作機器の補修依頼・復旧） 

[4] ﾒﾝﾃﾅﾝｽ冷却系緊急起動 
           *3 

異常時運転手順書Ⅱ 「炉心冷却」 
①全交流電源喪失 
②全１次主循環ポンプポニーモータ停止 
③強制循環による崩壊熱除去運転不能（３ループ） 

（10 条通報） 

（不動作機器の補修依頼・復旧） 

[3] 

[4] 

[2] 通報連絡 

[5] 通報連絡 

[9] 
*3:全交流電源喪失時には、
メンテナンス冷却系の
起動はできない。 

[5] 通報連絡 

[10]異常時運転 
手順書への移行 

（15 条報告） 

メ冷運転継続 

Yes 

 No 

[8] ﾒﾝﾃﾅﾝｽ冷却系緊急起動 *2 
[9] １次主冷ｻｲﾌｫﾝﾌﾞﾚｰｸ発生確認・ACS 停止 
[10]ﾒﾝﾃﾅﾝｽ冷却系による除熱運転 

 

[7] 原子炉液位監視 

異常時運転手順書Ⅱ 「原子炉液位確保」 

[1] 導入条件の確認 
（対応操作[3]�[7]の選択） 

  No 
（異常低下継続） 

液位が EsL 
以上に静定 

①未停止１次主循環ポンプ主モータあり 
②格納容器隔離時１次アルゴンガス系隔離失敗 
③格納容器隔離時ナトリウム汲み上げ不能 
④１次メンテ冷系漏えい時隔離失敗 
⑤原子炉容器への断続汲上げが行われている状態にも
かかわらず、原子炉液位が維持できず低下する場合  

（20 分以内の配管破損信号→10 条通報） 

*2:メンテ冷漏えい等で同系統が起動
できない場合は、主冷却系のみの運
転を継続し、主冷却系がｻｲﾌｫﾝﾌﾞﾚｰｸ
した時点で 15 条報告となる。 

液位≦EsL-50mm No 

（ナトリウム補給、 
 不動作機器の補修依頼・復旧） 

[3]未停止１次主
循環ポンプ主
モータ停止 

[4]１次アルゴ
ンガス供給の
しゃ断 

[5]ナトリウム汲
み上げ回復までの
系統温度保持 

[6]１次メンテ冷
系強制サイフ
ォンブレーク 

[7] [7] 

[2] 通報連絡 

Yes 
Yes 

[10] 

[10] 通報連絡 
（15 条報告） 

【２】崩壊熱除去運転の確認 
  （ﾎﾟﾆｰﾓｰﾀ運転、ACS 起動の確認） 

崩壊熱除去運転成功 

Yes 
No 

異常時運転手順書 
「各事象ベース手順書」 

[5]異常時運転手順書 
 への移行 

[7]異常時運転 
手順書への移行 

Ａ 

[4] 通報連絡 

強制循環 
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操作・確認場所ＢＰ 操 作 項 目 確 認 項 目 盤名称 CRT 注 意 事 項 ﾁｪｯｸ
B-1       
 
続 
き 

 (10)循環水ポンプの運転状態を確認し、異音、異臭、
振動などの異常がないことを確認する。 

 

現場 
(取水口) 

    

 (11)循環水ポンプ B(A)(350-P0001B(A))２台目の CS
を｢起動｣とする。 (R)点灯 

 〃 #602    

  (12)循環水ポンプ B(A)起動後、以下のシーケンシャ
ル動作を確認する。 

 

    

  ①循環水ポンプ B(A)出口弁(350 MV101B(A)) 
(注 1) ｢全閉→20%｣ 

(R)(G)点灯 
 

タービン系
補助盤 
(C-C212) 

   

  ②循環水ポンプ B(A)出口圧力(350-PI001B(A)) 
｢約 226kPa{2.3kg/cm2}｣ 

 

循環水ポン
プ計装ﾗｯｸ
(R-YD302)
(取水口) 
 

 

(注 1) 
循環水ポンプ｢起動｣と同時に循環水ポンプ出口
弁が「自動微開(20)％」し、20 分間ホールド（こ
の間に循環水ポンプ B(A)自動空気抜弁によりポ
ンプ空気抜き）、その後｢自動全開｣する。   

  ③循環水ポンプ B(A)出口弁(350 MV101B(A)) 
(注 2) ｢20%→全開｣ 

(R)点灯 
 

タービン系
補助盤 
(C-C212) 
 

 (注 2) 
循環水ポンプ起動より 20 分後に動作する。 

  

  ④循環水ポンプ B(A)出口圧力(350-PI001B(A)) 
 ｢127～137kPa{1.3～1.4kg/cm2}｣ 

循環水ポン
プ計装ﾗｯｸ
(R-YD302)
(取水口) 
 

    

  (13)循環水ポンプの運転状態を確認し、異音、異臭、
振動などの異常がないことを確認する。 

 
 
 

現場 
(取水口) 

    

  5.B-2「復水器水室空気抜完了」SBP への移行条件を確
認する。 
 

    

   B-2 復水器水室空気抜完了 SBP PB ﾌﾘｯｶ前条件成立  
 

    

  (1)主油タンク油面(370-LIS101) 
｢NOL-102mm 以上｣ 

 
 

現場 
(T-106) 
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操作・確認場所ＢＰ 操 作 項 目 確 認 項 目 盤名称 CRT 注 意 事 項 ﾁｪｯｸ
B-1       
 
続 
き 

 (2)高圧油タンク油面(370-LIS001) 
｢NOL-100mm 以上｣ 

 

現場 
(T-111) 

    

  (3)主タービン軸受油温度調節弁(360 CV122)調節器 
(370-TIC103) ｢(A)モード｣ 

T/G 中制 
(C-C007) 
 

    

  (4)主タービン油冷却器出口油温度 
(370-TIC103) ｢10～32℃｣ 

 

〃 
 

    

  (5)主タービン高圧制御油温度調節弁(360 CV192) 
調節器(370-TIC001) ｢(A)モード｣ 

 

〃 
 

    

  (6)主タービン高圧制御油温度(370-TIC001) 
 ｢65℃未満｣ 

 

〃     
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操作・確認場所ＢＰ 操 作 項 目 確 認 項 目 盤名称 CRT 注 意 事 項 ﾁｪｯｸ
B-2       
 
復 
水 

 1.サブブレークポイント「復水器水室空気抜き完了」
PB が｢フリッカ｣したことを確認する。 

中央監視盤
(C-C001) 
 

    

器 
水 
室 
空 
気 

2.サブブレークポイント「復水器水室空気抜き完了」
PB を｢ON｣する。  

 復水器水室空気抜き完了  PB 点灯
 循環水ポンプ起動  PB 消灯

 

 〃 #501    

抜 
き 
完 

3.操作ガイドに従って、循環水系のベント操作を行
う。 

 

     

了  復水器水室空気抜及び循環水管ベント操作  
 

     

 (1)ベントラインより空気を吸い込みはじめたら、循
環水管ベント弁 D(350 V601D)を｢全閉｣とする。 

 

 現場 
(放水ピッ
トⅡ) 
 

    

  (2)復水器水室 A,B が｢満水｣になるまで、復水器水室
A,B 水面計(350-LG002A,B)を監視する。 

 

現場 
(T-101) 
(T-103) 
* 

 * 復水器前後のグレーチング最上部   

 (3)復水器水室水面計(350-LG002A,B)で｢満水｣にな
った箇所より、下記のベント弁を「全閉」とする。 
 (注 1) 

 

   (注 1) 
ベント管 4 本の下流側が集合管となっているた
め、1箇所ずつしか確認できない。 

 

 ①復水器後部水室 A,B ベント弁(350 AV606A,B)  
 (R)点灯 
 

 タービン系
補助盤 
(C-C212) 

#602    

 ②復水器前部水室 A,B ベント弁(350 V605A,B)  現場 
(T-101) 
* 
 

 * V605A は CBP 廻り 
* V605B は軸冷ポンプ前の垂直梯子下 

  

 (4)ベントラインより水が出たことを確認したら、循
環水管ベント弁 B,C(350 V601B,C)を｢全閉｣とす
る。 

 

 現場 
(総合管理棟
前マンホー
ル内) 
 

    

 (5)循環水管ベント弁 B,C,D(350 V601B,C,D)の｢全
閉｣を確認後、「運転員確認」PB を｢ON｣する。 

 中央監視盤
(C-C001) 
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1 次 ・ 2次 冷 却 系 設 備 運 転 手 順 書 
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3.1.2 起動前確認・準備 
注）運転手順は、Aループについて示し、B･C ループについては、Aを B･C に読み替える。 
 操作･確認場所   

 盤 CRT 画面 No.   
 
１． 系統構成  
 

    

(1) 2 次主冷却系の起動は、プラント起動
に合わせて実施するものとし、弁状態を
弁確認表により確認する。 

 

  （5.1.1 2 次主冷却系起動前弁
確認表参照） 

   

(2) 操作スイッチ類を CS 確認表に従い確
認する。 

 

  （5.2.1 起動前 CS 確認表参
照） 

   

(3) ステーション状態をステーション確認
表に従い確認する。 

 

  （5.3.1 起動前ステーション確
認表参照） 

   

(4) 電源状態を電源確認表に従い確認す
る。 

  （5.4.1 A ループ電源確認表参
照） 
その他 210 系�260 系について
は、Na 充填に先立ち、設備別
運転手順書「240 2 次 Na 充填
ドレン系」により確認する。 
 

   

(5) 表示灯の点灯状態を表示灯確認表に従
い確認する。 

  （5.5.1 起動前表示灯確認表参
照） 

   

 
２． 関連系統における準備  
 

    

(1) 制御用空気圧縮設備が運転状態である
ことを以下により確認する。 

 

    

① 制御用空気圧縮機 A(B)(460 B1A(B)が
1 台運転中 

 

工安中制 
C-C002 

＃１０４ (R)点灯    

② 制御用圧縮空気設備分配母管 A(B)入口
圧力(460-PI007A(B))が規定範囲内で
あること。 

 

〃 ＃１０４ 「647�706kPa」    

(2) アルゴンガス供給系からアルゴンガス
が供給可能であることを以下により確認
する。 
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注）運転手順は、Aループについて示し、B･C ループについては、Aを B･C に読み替える。 
 操作･確認場所   

 盤 CRT 画面 No.   
① アルゴンガス供給圧力(462-PIC003) アルゴンガ

ス供給系窒
素ガス供給
系制御盤 
C-A2121 
(A-212) 
 

＃１０５ 「約 0.78MPa」    

(3) 蒸気発生器換気装置が運転状態である
ことを以下により確認する。 

 

    

①  SG 室 (A) 給 気 フ ァ ン A(B)(683A 
B1A(B))が運転中であること。 

 

換気空調盤 
C-C011 

＃１１２ (R)点灯    

②  SG 室 (A) 排 気 フ ァ ン A(B)(683A 
B2A(B))が運転中であること。 

 

〃 ＃１１２ (R)点灯    

③  配管室 (A) 排気ファン A(B)(683A 
B3A(B))が運転中であること。 

〃 ＃１１２ (R)点灯    

 
３． 2 次冷却系運転状態の確認  
 

    

(1) 補助冷却設備が制御モードⅢにて「運
転中」であることを確認する。 

補助冷中制 
C-C003 

 A ACS 制御モード「Ⅲ」(W)点
灯 
A ACS 作動(W)点灯 
A ACS 自動起動(W)点灯 
 

   

(2) A ACS A/C 出口 Na 流量(260A-FI001-1)
が約 260m3/h であることを確認する。 

 

〃 ＃６０９ 「約 260m3/h」    

(3) 2 次主循環ポンプ，POFC のナトリウム
液位がほぼ 0mm レベル（基準液位）で保
持されていること。 
また、SH,EV のナトリウム液位が、ほ
ぼ-200mm で保持されていること。 

 

主冷中制 
C-C004 

＃６０９     

① 2 次主循環ポンプ A Na 液位 
(210A-LI001) 

 

〃 ＃６０９ 「0mm」    

② 2 次系 POFC･A Na 液位 
(210A-LI002-1) 

 

〃 ＃６０９ 「0mm」    

③ SH･A Na 液位 
(210A-LI051A) 

 
 

〃 ＃６０９ 「-150mm�-200mm」    
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注）運転手順は、Aループについて示し、B･C ループについては、Aを B･C に読み替える。 
 操作･確認場所   

 盤 CRT 画面 No.   
④ EV･A Na 液位 
(210A-LI061A) 

 

主冷中制 
C-C004 

＃６０９ 「-200�-250mm」    

(4) 2 次主冷却系の各部温度が低温停止時
の約 200℃に保持されていることを確認
する。 

 

    

① A 1 次主冷却系 IHX2 次側出口 Na 温度 
(210A-TE001) 

〃  A2 次主冷却系 Na 温度(210A-
TR001) 
「約 200℃」 
 

   

② A 1 次主冷却系 IHX2 次側入口 Na 温度 
(210A-TE006) 

〃  A2 次主冷却系 Na 温度(210A-
TR001) 
「約 200℃」 
 

   

③ SH･A 出口 Na 温度(210A-TE003A) 〃  A2 次主冷却系 Na 温度(210A-
TR001) 
「約 200℃」 
 

   

④ EV･A 出口 Na 温度(210A-TE005A) 〃  A2 次主冷却系 Na 温度(210A-
TR001) 
「約 200℃」 
 

   

⑤ A ACS A/C 入口 Na 温度 
(260A-TE001A) 

補助冷中制 
C-C003 

 A ACS 出入口 Na 温度、出口 Na
流量(260A-T/FR001) 
「約 200℃」 
 

   

⑥ A ACS A/C 出口 Na 温度 
(260A-TE003A) 

〃  A ACS 出入口 Na 温度、出口 Na
流量(260A-T/FR001) 
「約 200℃」 
 

   

⑦ A ACS A/C 出口 Na 流量 
(260A-FT001A) 

〃  A ACS 出入口 Na 温度、出口 Na
流量(260A-T/FR001) 
「約 260m3/h」 
 

   

(5) 2 次主循環ポンプ潤滑油系が正常に運
転されていることを以下により確認す
る。 

 

  3.1.1 主要注意事項(2)参照  

① A2 次主循環ポンプ潤滑油系給油ポンプ
A-A(B)(211A P1A(B))が運転状態であ
ること。 

 
 

主冷中制 
C-C004 

 (R)点灯    
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警 報 処 置 手 順 書 
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警 報 名 称 ：ＥＶ・Ａ ＣＧ圧力高／低 ﾛｹｰｼｮﾝ：２Ａ（ＡＮＮ４） 
 

盤 番 号 ：Ｃ－Ｃ００３  計器番号 250A-PS008A 

シーケンス番号 ：ＳＲ１７６ 
 設 定 値  高 167kPa｛1.7 kg/cm2 ｝／ 

 低 78kPa｛0.8 kg/cm2｝ 

   通 常 値 約 98kPa｛1.0kg/cm2｝ 
 

 
警報設置目的 

圧力低は、圧力の低下に対して、プラントの運転継続する
ために通常運転時圧力（約 98kPa｛1.0kg/cm2｝）に余裕を
持って設定。圧力高は、Na－水反応事故時の圧力上昇（中
リーク規模）を検知するために設定。 

 

原 
 
因 

 
１．蒸気発生器伝熱管破損事故（中規模リーク） （圧力高） 
２．呼吸タンク圧力制御系不調、停止、隔離 （圧力低） 
 

結 
 
果 

 
１．圧力高の場合は、CG圧力高で中規模水漏洩信号が発信し、２次主循環ポンプトリップによるプラントト
リップ、SG 水蒸気側緊急ブロー、SG ナトリウム側隔離、２次系ポニーモータトリップ、ACS 停止とな
る。 

 
２．圧力低の場合は、２次主冷却系カバーガス圧力の低下により、オーバフロータンク呼吸系止め弁（250A 
AV24）が自動閉となる。（メンテナンスモード時、このインタロックは作動しない。） 

 
 

 操作・ 確認場所 
 操 作 項 目 盤（部屋番号） CRT 画面 No. 確認・注意事項 

     
 
 
 
処 
 

１．EV･Aカバーガス圧力(250A-PR008)を確認
する。 

 

補助冷中制 
(C-C003) 

 

＃６２６ 
 

圧力高 
｢167kPa{1.7kg/cm2}以上｣ 
圧力低 
｢78kPa {0.8 kg/cm2}以下｣ 
 

 

２．呼吸タンク A 圧力(250A-PIC003)および
呼吸タンク圧力制御系の状態を確認す
る。 

 

〃 
 

＃６２６ 
 

「98kPa｛1.0kg/cm2｝」 

 
３．EV･A 液位(210A-LI061A)を確認する。 主冷中制 

(C-C004) 
＃６２６ 

 
「0mm」 

 
 

 圧力高（水漏えい） 
 

   

 
 
置 

 
 原因１の場合   

 

   

 
 
 
 

４．「A 中規模漏えい」警報の有無を確認し、
発報している場合は、異常時運転手順書
に移行する。 

 

〃  異常時運転手順書 
｢蒸気発生器伝熱管破損｣ 

窓の色別 通報連絡 

赤 橙 白 有 

��O¦PÍ�Q
´Ñ

��ÕR�
ª«PÍ�

Q
��HÆ��ø�H

��p�

��O¦«�`
ÕLHûR�LM

©�+,
´Ñ��ÕR�
ª«L

M³
+,-�ø�H��p�

äÍ
;P5È��

ab«´Ñ��p�

 
　　　　　添付－256



 

2/2 

 操作・ 確認場所 
 操 作 項 目 盤（部屋番号） CRT 画面 No. 確認・注意事項 

 
 

 圧力低  
 

   

 
 

 原因 2の場合   
 

   

 
５．オーバフロータンク呼吸系止め弁 
(250A AV24)の「全閉」を確認する。 

 

補助冷中制 
(C-C003) 

 (G)点灯 
 
 

処 
 
 
 
 

６．主系統カバーガス止め弁(250A AV23)の
「全開」を確認する。 

 

〃  (R)点灯 
主系統とオーバフロータ
ンクのカバーガスが導通
されていることの確認。 
 

 

７．主系統カバーガス止め弁(250A AV23)が
「全閉」となっている場合、下記処置を
行う。 

 

   

 

(1) オーバフロータンク Aカバーガス圧力
が「約 98kPa｛1.0kg/cm2｝」であるこ
とを確認する。 

 

〃 ＃６２６ 「約 98kPa {1.0kg/cm2}」 

 
(2) 主系統カバーガス止め弁(250A AV23)
を「全開」とする。 

 

〃 ＃６２６ (R)点灯 
 

 

８．「２次 Ar ガス系呼吸タンク A 圧力高／
低」警報が発生し、圧力が低下している
場合には、当該警報処置手順書に移行す
る。 

 

〃 
 

 警報処置手順書 
C-C003_ANN4(3A) 
「２次 Arガス系呼吸タン
ク A圧力高／低」 

 

９．上記警報がなく、「２次系 OF/T･A CG 圧
力低」警報が発生している場合には、当
該警報処置手順書に移行する。 

 

〃  警報処置手順書 
C-C003_ANN4(2C) 
「２次系 OF/T･A CG 圧力
低」 

 
 
置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10．EV・A CG 圧力低の旨を連絡責任者及び発
電課長へ連絡する。 
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巡 視 点 検 手 順 書 
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部 屋 巡 視 機 器 点 検 項 目 標準値、CS 状態等 停止時 
点検要否 

A-304 （A２次主冷却系） ６．計器   
  (1) ２次系 POFC･A  Na 液位 

(210A-LI002-1) 
｢約 0�-600 mm｣ 
[約 0mm] (NsL) 

 

  (2) ２次主循環ポンプ A Na 液位 
(210A-LI001) 

｢約 0�-300 mm｣ 
[約 0mm] (NsL) 

 

  (3) ２次主循環ポンプ A回転数 
(210A-SI001) 

｢約 1100 rpm｣ 
[約 180rpm] 

 

  (4) SH･A  Na 液位  (210A-LI051A) ｢約 0 mm｣(NsL) 
[約-200mm] 

 

  (5) EV･A  Na 液位  (210A-LI061A) ｢約 0 mm｣(NsL) 
[約-200mm] 

 

  (6) A２次主冷却系流量 
2 次主循環ポンプ A出口 Na 圧力 
               (210A-F/PR001) 

  

  ① A２次主冷却系流量 
(210A-FT001D) 

｢約 100%｣ 
[約 7%] 

 

  ② 2 次主循環ポンプ A出口 Na 
圧力 (210A-PT001) 

｢約 411.9kPa｣ 
{4.2kg/cm2} 
[約 127.5kPa] 
{1.3 kg/cm2} 

 

  (7) A２次主冷却系 Na 温度 
 (210A-TR001) 

  
 

  ① A１次主冷却系 IHX２次側出口
Na 温度 (210A-TE001) 

｢約 505℃｣ 
[約 200�230℃] 

 
 
 

  ② A１次主冷却系 IHX２次側入口
Na 温度 (210A-TE006) 

｢約 325℃｣ 
[約 200�230℃] 

 
 

  ③ SH･A 出口 Na 温度 
(210A-TE003A) 

｢約 469℃｣ 
[約 200�230℃] 

 

  ④ EV･A 出口 Na 温度 
(210A-TE005A) 

 

｢約 325℃｣ 
[約 200�230℃] 

 

 （B２次主冷却系） ７．CS 状態表示灯点灯状態の異常の 
有無 

  

  (1) B ２次主冷却系流量 
 (722-F1C041B) 

 C  ｢100%｣ 
[ TR  32%] 

 

  (2) サイリスタインバータ B 
出力周波数ロック，リセット 

｢リセット｣｢(W)｣点灯  

  (3) B 小規模漏えい SG 隔離・ 
リセット 

｢N｣  

  (4) B 大・中規模漏えい信号 
リセット 

｢N｣  

  (5) ２次主循環ポンプ B  
(210BP0001) 
 

自動｢(R)｣点灯 
[自動｢(G)｣点灯] 

 

�

確認計器の基準値を定
格運転中及び低温停止
中にわけて記載した。 
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